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②

ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
社
会
の
新
旧
両
勢
力
の
争
い
と
無
関
係
で
は
な
い
。
そ

れ
に
し
て
も
、
刑
鼎
の
公
開
と
い
、
フ
か
た
ち
で
な
さ
れ
た
、
こ
の
法
の
公
開
と

い
う
発
想
は
、
一
体
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
他
と
は
無
媒

介
に
、
突
然
、
為
政
者
た
ち
の
頭
の
中
に
ひ
ら
め
い
た
も
の
で
も
な
い
で
あ
ろ

う
。
な
ん
ら
か
の
具
体
的
な
モ
デ
ル
が
、
外
部
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

小
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
刑
鼎
の
モ
デ
ル
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
事
象

を
、
前
記
の
時
代
相
と
、
「
春
秋
左
氏
伝
」
の
あ
る
表
現
と
を
手
が
か
り
に
し
て

追
求
し
、
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
は
、
約
百
五
十
数
回
も
の
頻
度
で
〃
免
″
と
い
う
文
字

が
使
わ
れ
て
い
る
。
他
方
、
「
公
羊
伝
」
で
は
十
回
、
「
穀
梁
伝
」
で
は
十
五
回
、

合
計
し
て
も
二
十
五
回
に
し
か
な
ら
な
い
．
「
春
秋
」
三
伝
に
お
い
て
、
も
と
よ

り
「
左
伝
」
は
「
公
」
・
「
穀
」
二
伝
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
分
量
は
多
い
。
宋
の

王
応
麟
の
「
困
学
紀
聞
」
に
お
け
る
翁
元
垳
の
注
に
よ
れ
ば
、
「
左
伝
」
は
約
十

③

八
万
字
、
「
公
羊
伝
」
は
四
万
四
千
七
十
五
字
、
「
穀
梁
伝
」
は
四
万
一
千
五
百

十
二
字
と
い
う
よ
う
な
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
作
品
の
長
短
と
い
う

こ
と
を
考
え
に
入
れ
て
み
て
も
、
〃
免
″
字
の
あ
ら
わ
れ
方
は
「
左
伝
」
に
あ
っ

て
は
、
他
の
二
伝
に
く
ら
べ
て
異
常
に
多
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
を
、
我
々
は
ま
ず
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
左
伝
」

に
は
〃
免
″
字
の
使
用
度
数
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
そ
れ
な

り
の
必
然
性
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
左
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″

字
の
こ
と
に
ふ
れ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
多
用
の
必
然
性
が
、
ま
ず
解
明
さ
れ
な
け

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

｜
、
「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法

れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
は
、
こ
の
文
字
が
ど
の
よ
う
に
「
左
伝
」
の
な
か
で

使
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い
、
う
こ
と
を
、
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
検
討
に
さ
き
だ
っ
て
、
こ
の
文
字
の
「
左
伝
」
に
あ
っ

て
の
使
わ
れ
か
た
を
類
型
づ
け
て
お
き
た
い
。

側
〃
不
免
〃
型

０
０
．
０
．

○
季
文
子
曰
く
、
齊
侯
は
其
れ
免
（
ま
い
か
）
れ
ざ
ら
ん
か
。
己
は
則
ち
禮

な
く
し
て
、
禮
あ
る
者
を
討
ち
て
曰
く
、
汝
（
な
ん
ぢ
）
何
の
故
に
禮
を

行
ふ
、
と
。
禮
は
以
て
天
に
順
ふ
。
天
の
道
な
り
。
己
は
則
ち
天
に
反
し

◎
。
◎
◎

て
、
又
も
っ
て
人
を
討
つ
。
以
て
免
れ
難
し
。
（
季
文
子
日
、
齊
侯
其
不
免

乎
、
己
則
無
禮
、
而
討
於
有
禮
者
日
、
汝
何
故
行
禮
、
禮
以
順
天
、
天
之

道
也
、
己
則
反
天
、
而
又
以
討
人
、
難
以
免
美
ｌ
「
春
秋
左
氏
傳
」
文
公

十
五
年
）

こ
の
型
は
、
「
左
伝
」
に
、
約
二
十
二
回
で
て
く
る
。
そ
し
て
、
こ
の
型
は
「
左

伝
」
の
記
事
に
多
い
、
予
言
の
一
つ
の
タ
イ
プ
を
形
成
し
て
お
り
、
「
公
羊
」
「
穀

梁
」
二
伝
に
は
、
絶
え
て
そ
の
使
用
の
例
を
見
な
い
タ
イ
プ
で
あ
る
。

②
〃
免
於
難
″
型

こ
れ
は
、
身
の
危
険
か
ら
〃
ま
ぬ
か
れ
る
″
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い

る
〃
免
″
の
字
で
あ
る
。
〃
免
於
～
〃
の
～
の
と
こ
ろ
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
危
険
や

苦
難
に
あ
た
る
言
葉
が
く
る
の
で
あ
る
。

○
呉
の
公
子
札
、
來
聰
す
。
…
…
其
の
出
で
て
聰
す
る
や
嗣
君
を
通
ず
る
な

り
。
…
…
晉
に
適
（
ゆ
）
く
。
趙
文
子
・
韓
宣
子
・
魏
獄
子
を
説
（
よ
ろ

こ
）
ぶ
。
曰
く
、
晉
國
は
其
れ
三
族
に
革
（
あ
つ
ま
）
ら
ん
か
。
叔
向
を

説
ぶ
。
將
に
行
（
さ
）
ら
ん
と
し
て
、
叔
向
に
謂
ひ
て
曰
く
、
吾
子
こ
れ

を
勉
め
よ
・
君
侈
（
お
ご
）
り
て
良
大
夫
多
し
。
皆
、
富
め
り
。
政
、
將

八
四
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の
も
あ
る
。

○
陳
侯
、
司
馬
桓
子
を
し
て
賂
（
ま
ひ
な
）
ふ
に
宗
器
を
以
て
せ
し
む
。
陳

、
侯
、
免
（
ぶ
ん
）
し
て
社
を
擁
し
、
其
の
衆
を
し
て
男
女
別
れ
て
桑
（
つ

な
）
ぎ
、
以
て
朝
に
待
た
し
む
。
（
陳
侯
使
司
馬
桓
子
賂
宗
器
、
陳
侯
免
擁

社
、
使
其
衆
男
女
別
而
桑
、
以
待
於
朝
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
‐
｜
襄
公
二
十
五

年
）

鄭
の
軍
が
、
夜
陰
に
乗
じ
て
陳
の
都
を
攻
め
、
城
内
に
ま
で
侵
入
し
、
征
服

し
た
。
陳
侯
は
祖
先
伝
来
の
祭
器
を
鄭
軍
に
贈
り
、
さ
ら
に
大
勢
の
男
女
を
奴

隷
と
し
て
鄭
に
さ
し
出
す
べ
く
、
繩
で
し
ば
っ
て
朝
廷
に
待
た
せ
て
お
い
た
。

そ
の
上
で
、
み
ず
か
ら
は
亡
国
の
君
主
と
し
て
の
作
法
に
し
た
が
っ
て
喪
服
を

つ
け
、
社
、
つ
ま
り
士
地
神
の
神
体
を
抱
い
て
、
鄭
の
将
軍
た
ち
の
前
に
出
頭

し
た
。
こ
こ
に
い
う
〃
免
（
ぶ
ん
）
〃
と
は
、
元
来
は
喪
服
を
つ
け
る
と
き
冠
を

ぬ
ぎ
、
髪
を
束
ね
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
は
喪
服
そ
の
も
の
を

も
指
す
よ
、
フ
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
の
用
例
は
、
喪
服
の
意
味
で
あ
る
。

「
春
秋
左
氏
伝
」
で
の
〃
免
″
字
の
用
法
と
し
て
は
、
ま
た
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
も
あ
る
。

○
夏
、
四
月
、
四
た
び
郊
を
卜
（
ぼ
く
）
す
。
從
は
ず
。
乃
ち
牲
を
免
（
は

な
）
つ
。
禮
に
非
る
な
り
。
（
夏
、
四
月
、
四
ト
郊
、
不
從
、
乃
免
牲
、
非

禮
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
僖
公
三
十
一
年
）

四
月
に
、
郊
祭
を
行
う
べ
き
日
を
、
四
度
も
占
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の

場
合
も
凶
と
出
た
。
そ
こ
で
犠
牲
に
用
意
し
て
お
い
た
牛
を
〃
免
〃
、
つ
ま
り
放

し
て
、
郊
祭
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
と
い
、
フ
。

こ
こ
に
①
③
③
、
お
よ
び
そ
の
後
に
四
例
を
挙
げ
て
示
し
た
の
で
あ
る
が
、

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
い
て
は
、
約
百
五
十
回
出
て
く
る
〃
免
〃
字
の
用
法
は
、

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
①
②
③
の
な
か
に
入
っ
て
し
ま
、
７
。
そ
こ
に
分
類
で
き
な
い

も
の
は
、
ご
く
少
数
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
左
伝
」
に
お
け
る
〃
免
〃
字

の
用
法
と
い
、
フ
場
合
、
①
③
③
の
範
囲
内
に
限
定
し
た
と
し
て
も
、
大
過
は
な

い
で
あ
る
、
フ
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
①
②
③
で
あ
る
が
、
こ
の
、
う
ち
、
①
に
つ
い

⑤

て
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
「
左
伝
」
に
多
い
予
言
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
く
る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
い
み
で
、
伽
は
、
②
③
と
は
か
な
り
性
質
を
異
に
し
て
い
る

と
い
え
よ
、
フ
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で

は
そ
の
こ
と
に
は
言
及
し
な
い
。

①
と
③
と
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
〃
ま
ぬ
か
れ
る
〃
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
〃
免
″
を
、
文
法
的
に
見
て
み
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は
、

ま
ず
、
動
詞
で
あ
り
、
そ
の
動
詞
の
な
か
で
も
、
目
的
語
を
と
ら
な
い
と
こ
ろ

の
自
動
詞
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
そ
の
こ
と
を
、
②
に
あ
げ
た
例
文
の
意
味
構

造
を
と
ら
え
て
、
簡
略
な
か
た
ち
に
し
て
示
し
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な

る
。

○
叔
向
免
於
難
。
（
叔
向
、
難
よ
り
免
か
る
。
）

他
方
、
⑧
に
つ
い
て
み
て
み
よ
、
フ
。
⑧
に
お
け
る
〃
免
″
は
、
意
味
と
し
て

は
、
〃
ゆ
る
す
〃
と
い
、
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
法
的
に
は
、
こ
れ

は
、
目
的
語
を
と
る
、
他
動
詞
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
を
、
③
に

あ
げ
た
例
文
の
意
味
構
造
を
簡
略
化
し
て
示
し
て
み
る
。

○
君
免
（
我
）
数
。
（
君
、
（
我
が
）
数
さ
れ
ん
こ
と
を
免
す
。
）

以
上
に
の
べ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
②
と
③
と
は
、
意
味
の
上
で
、
〃
ま
ぬ
か
れ

る
″
ｌ
〃
ゆ
る
す
〃
、
文
法
的
性
格
の
う
え
で
、
〃
自
動
詞
″
ｌ
〃
他
動
詞
″

の
ご
と
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
①
⑧
と
③
の
〃
免
″

字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
と
し
て
対
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
同
じ
意
味

八
六
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の
語
が
、
主
客
立
場
を
変
え
た
と
き
の
位
置
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
を
、
〃
ゆ
る
す
″
と
い
、
フ
場
合
を
例
に
し
て
い
え
ば
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
主
語
に
あ
る
位
置
に
あ
る
者
が
、
目
的
語
の
位
置
に
あ

る
も
の
に
対
し
て
い
え
ば
、
ま
さ
し
く
〃
ゆ
る
す
″
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
目

的
語
に
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
、
主
語
の
位
置
に
持
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
は
〃
ゆ

る
さ
れ
る
〃
、
つ
ま
り
〃
ま
ぬ
か
れ
る
〃
と
い
、
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
、
７
に
考

え
る
と
き
に
は
、
①
③
と
③
と
の
〃
免
″
字
は
、
意
味
の
上
で
の
ち
が
い
を
論

ず
る
こ
と
に
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
の
で
あ
る
と
い
、
う
こ
と
が
わ
か
る
。
む

し
ろ
、
意
味
上
は
、
〃
ゆ
る
す
″
か
ら
〃
ゆ
る
さ
れ
る
〃
ま
で
、
一
連
の
こ
と
と

し
て
、
一
語
の
意
味
の
ひ
ろ
が
り
の
例
と
見
な
し
て
よ
い
・
問
題
に
す
べ
き
は
、

誰
が
〃
ゆ
る
し
〃
、
誰
か
ら
〃
ま
ぬ
か
れ
る
〃
か
と
い
、
う
こ
と
で
あ
る
、
フ
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
の
ち
の
三
・
四
・
五
章
に
お
い
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。
そ
し

て
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
以
下
の
第
二
章
に
お
い
て
、
〃
免
〃
字
に
つ
い
て
、
小
稿

で
問
題
に
す
る
、
こ
の
〃
ゆ
る
す
″
・
〃
ま
ぬ
か
れ
る
″
と
い
、
フ
用
法
が
、
こ
の

文
字
の
一
般
的
な
、
あ
る
い
は
本
来
的
な
意
味
の
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置

に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
一
応
確
か
め
て
お
き
た
い
。

〃
免
″
字
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

○
許
の
書
は
、
此
の
字
を
失
へ
り
。
而
る
に
形
聲
は
多
く
用
い
て
偏
妾
と
爲

せ
ば
、
關
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
今
、
免
を
補
ふ
。
免
の
異
な
れ
る
は
、

そ
の
足
を
異
に
す
る
な
り
。
能
・
鹿
・
鹿
（
ち
ゃ
く
）
は
比
に
肌
（
し
た

が
）
ふ
。
烏
・
烏
・
兎
は
上
に
圦
ふ
。
兎
は
、
其
の
鱒
居
の
形
に
象
（
か

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

二
、
〃
免
“
と
い
う
文
字
に
つ
い
て

た
ど
）
り
、
足
あ
り
、
尾
あ
り
。
そ
の
字
は
當
に
之
を
横
視
す
べ
し
。
兎

の
走
り
て
、
最
も
迅
速
な
る
と
き
、
其
の
足
は
記
（
つ
ま
び
ら
か
）
に
見

る
べ
か
ら
ず
。
故
に
免
は
一
薑
を
省
く
。
兎
、
人
に
獲
ら
れ
ざ
れ
ば
、
則

ち
こ
れ
を
免
と
謂
ふ
。
孫
子
に
云
ふ
。
始
め
は
虚
女
の
如
く
し
て
、
敵
人
、

戸
を
開
き
て
後
、
脱
兎
の
如
く
す
れ
ば
、
敵
、
拒
（
ふ
せ
）
ぐ
に
及
ば
ず
、

と
、
是
な
り
。
此
の
二
字
の
別
た
る
や
、
こ
れ
を
引
申
す
る
な
り
。
凡
そ

逃
逸
す
る
も
の
は
、
皆
こ
れ
を
免
と
謂
ふ
。
假
借
し
て
祖
（
た
ん
）
免

（
ぶ
ん
）
と
爲
し
、
免
莞
と
爲
す
。
毛
詩
の
酒
と
駒
す
る
に
依
り
、
古
音
は

十
三
部
に
在
り
、
韓
じ
て
十
四
部
に
入
る
な
り
。
今
音
は
忙
辨
の
切
。
銭

氏
大
斫
云
ふ
。
兎
・
免
、
ま
さ
に
こ
れ
一
字
な
る
べ
し
。
漢
人
、
蒜
を
作

る
に
誤
ち
て
こ
れ
を
分
か
つ
、
と
。
未
だ
然
ら
ざ
る
に
似
た
り
。
晩
は
免
に

肌
へ
ば
、
自
（
お
の
）
づ
か
ら
、
こ
れ
會
意
な
り
。
（
許
書
失
此
字
、
而
形

聲
多
用
爲
偏
妾
、
不
可
闘
也
、
今
補
免
、
免
之
異
、
異
於
其
足
、
能
鹿
鹿

圦
比
、
鳥
烏
兎
肌
上
、
莵
象
其
跨
居
之
形
、
有
足
有
尾
、
其
字
當
横
視
之
、

莵
之
走
最
迅
速
、
其
足
不
可
記
見
、
故
免
省
一
書
、
兎
不
見
獲
於
人
、
則

謂
之
免
、
孫
子
云
、
始
如
虚
女
、
敵
人
開
戸
、
後
如
脱
兎
、
敵
不
及
拒
是

也
、
此
二
字
之
別
也
、
引
申
之
、
凡
逃
逸
者
皆
謂
之
免
、
假
借
爲
祖
免
、

爲
免
莞
、
依
毛
詩
與
酒
餉
、
古
音
在
十
三
部
、
轄
入
十
四
部
也
、
今
音
忙

辨
切
、
銭
氏
大
斫
云
、
兎
免
當
是
一
字
、
漢
人
作
隷
誤
分
之
、
似
未
然
、

悦
圦
免
、
自
是
會
意
Ｉ
「
説
文
解
字
注
」
第
十
篇
上
）

〃
免
″
と
い
う
文
字
は
、
こ
こ
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
字
学
上
、
古
来
、

問
題
が
多
い
。
そ
れ
は
、
も
と
も
と
、
こ
の
文
字
が
「
説
文
解
字
」
に
収
録
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
原
因
が
あ
る
。
そ
し
て
、
争
点
の
中
心
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
〃
免
″
と
〃
兎
″
と
が
本
来
的
に
は
同
一
の
文
字
で
あ
っ
た
と
す
る
銭
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大
斫
の
説
と
、
段
玉
裁
の
主
張
す
る
よ
、
フ
に
、
免
は
兎
か
ら
一
画
を
省
略
し
て

作
っ
た
別
字
で
あ
る
と
す
る
、
二
氏
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
氏
の
考
え
が
長

い
あ
い
だ
争
っ
て
き
て
決
着
が
つ
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
近
の
文
字

学
上
の
成
果
か
ら
す
れ
ば
、
銭
・
段
両
氏
の
説
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

白
川
静
氏
に
、
つ
ぎ
の
説
が
あ
る
。
即
ち
、
卜
辞
の
兎
、
金
文
の
免
を
見
れ

⑥

ば
、
も
と
、
別
に
そ
の
字
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
別
字

説
で
あ
る
か
ら
、
一
面
で
段
玉
裁
の
説
と
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
内
容
は
、
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
我
々
が
問
題
に
し
て
い
る
〃
免
″

字
は
、
白
川
氏
に
よ
れ
ば
、
「
金
文
に
免
騨
・
免
篇
な
ど
免
氏
の
器
が
多
く
、
そ

の
字
は
莵
形
と
類
せ
ず
、
免
青
の
象
と
み
る
べ
き
形
で
あ
る
。
國
語
周
語
中
『
左

⑦

右
免
胄
而
下
』
、
ま
た
晉
語
六
『
免
胄
而
鶏
』
と
あ
り
、
免
胄
が
字
の
本
義
」
と

い
、
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

〃
免
″
字
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
段
玉
裁
は
前
述
の
ご
と
く
「
逃
逸
す
る
も

の
」
と
い
う
。
こ
れ
は
又
、
「
兎
の
走
り
て
、
最
も
迅
速
な
る
と
き
、
其
の
足
は

謡
（
つ
ま
び
ら
か
）
に
見
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
免
は
一
画
を
省
く
」
と
い
い
、

こ
の
よ
、
フ
に
速
く
走
る
と
き
「
兎
は
人
に
獲
ら
れ
ず
」
と
い
、
フ
。
こ
れ
は
結
局
、

〃
兎
が
逃
げ
る
〃
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
〃
免
〃
字
の
字
源
に
関
し
て
、
免
兎
一

字
説
を
と
っ
て
段
氏
と
対
立
し
た
銭
大
斫
も
、
字
義
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
実
は

以
下
に
の
べ
る
よ
、
フ
に
段
氏
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

○
予
、
嘗
て
謂
へ
ら
く
、
説
文
に
免
字
な
き
は
、
兎
は
即
ち
免
な
れ
ば
な
り

と
。
兎
よ
く
逃
失
す
れ
ば
、
借
り
て
脱
兎
の
字
と
爲
す
。
雨
音
あ
る
も
雨

字
に
非
ず
。
漢
隷
、
偶
ま
一
筆
を
省
き
、
世
人
、
つ
い
に
匡
し
て
こ
れ
を

こ
と
し
、
そ
の
義
を
失
う
。
脱
兎
は
も
と
隻
聲
、
漢
人
は
な
ほ
古
音
を
知

る
。
故
に
免
を
讃
み
て
莵
の
如
く
す
。
（
予
嘗
謂
説
文
無
免
字
、
莵
即
免
也
、

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

莵
善
逃
失
、
借
爲
脱
兎
字
、
有
雨
音
而
非
雨
字
、
漢
隷
偶
省
一
筆
、
世
人

遂
厘
而
二
之
、
失
其
義
芙
、
脱
莵
本
隻
聲
、
漢
人
猶
知
古
音
、
故
讃
免
如

莵
Ｉ
「
十
駕
斎
養
新
録
」
巻
四
、
免
與
脱
同
義
）

こ
こ
で
、
銭
大
所
は
、
「
兎
よ
く
逃
失
す
れ
ば
、
借
り
て
脱
兎
の
字
と
な
す
」

と
い
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
免
と
い
う
文
字
の
意
味
の
由
来
す
る
と
こ
ろ

を
、
段
・
銭
両
氏
と
も
、
兎
の
、
足
が
速
く
て
よ
く
逃
げ
走
る
と
い
う
特
性
に
、

お
い
て
い
る
の
だ
と
い
、
う
こ
と
が
わ
か
る
。

白
川
氏
の
、
最
近
の
卜
辞
・
金
文
研
究
の
成
果
に
た
て
ば
、
〃
免
″
字
の
原
義

は
〃
青
（
か
ぶ
と
）
を
ぬ
ぐ
″
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
に
の

べ
た
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
引
伸
さ
れ
て
〃
ま
ぬ
か
れ
る
″
と
い
う
意
味

が
出
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
旧
来
の
段
玉
裁
・
銭
大
斫
ら
の
説

と
、
出
発
点
は
異
に
し
な
が
ら
も
、
意
義
上
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
出
て
く
る

⑧

と
い
、
う
こ
と
に
な
る
、
７
。

〃
免
″
字
に
か
か
る
文
字
学
上
の
検
討
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
我
々
は

再
び
「
左
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
に
か
え
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
左
伝
」

で
は
、
ご
く
少
数
の
「
免
胄
」
、
つ
ま
り
〃
ぬ
ぐ
″
の
用
例
が
あ
り
、
大
多
数
は

「
ゆ
る
す
」
と
、
そ
れ
が
受
身
に
な
っ
た
「
ま
ぬ
か
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
小
稿
に
お
い
て
、
我
々
が
問
題
と
す
る
、
〃
免
″
の
「
左
伝
」
に
お
け
る
意

味
は
、
こ
の
、
「
ゆ
る
す
」
「
ま
ぬ
か
れ
る
」
の
方
で
あ
る
。
伝
統
的
な
段
・
銭

両
氏
の
説
で
は
、
こ
れ
は
〃
免
″
字
の
本
義
に
ち
か
い
と
こ
ろ
に
あ
る
用
法
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
新
ら
し
い
、
白
川
氏
の
説
で
は
、
逆
に
、
引
申
義
で
あ
る

と
い
、
う
こ
と
に
な
る
。
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さ
き
に
第
一
章
に
お
い
て
我
々
は
、
「
左
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
つ
か
わ

れ
方
を
、
類
型
化
と
い
、
フ
か
た
ち
で
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
具
体
的
に
、
ど

の
よ
う
な
場
面
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
分
類
し
て
、

あ
る
程
度
、
年
代
順
に
な
る
よ
う
に
、
見
て
い
き
た
い
。

㈲
刑
罰

春
秋
時
代
に
は
、
公
的
な
も
の
、
あ
る
い
は
私
的
な
か
た
ち
で
施
行
さ
れ
た
、

さ
ま
ざ
ま
の
刑
罰
が
あ
っ
た
。

○
晉
の
韓
起
、
鄭
に
聰
す
。
…
…
宣
子
、
環
（
た
ま
）
あ
り
。
其
の
一
は
鄭

の
商
に
在
り
。
宣
子
、
諸
（
こ
れ
）
を
鄭
伯
に
謁
（
こ
）
ふ
。
子
産
、
與

（
あ
た
）
へ
ず
し
て
曰
く
、
官
府
の
守
器
に
非
ざ
る
な
り
。
寡
君
し
ら
ず
、

と
。
子
大
叔
・
子
羽
、
子
産
に
謂
ひ
て
曰
く
、
…
…
吾
子
何
ぞ
一
環
を
愛

（
を
し
）
み
て
、
其
れ
以
て
憎
し
み
を
大
國
に
取
ら
ん
や
。
孟
ぞ
求
め
て

之
を
與
へ
ざ
る
、
と
。
子
産
曰
く
、
：
：
：
夫
れ
大
國
の
人
、
小
國
に
令
し

て
、
皆
、
そ
の
求
め
を
獲
ば
、
將
に
何
を
以
て
か
之
に
給
せ
ん
と
す
る
。

一
は
共
し
、
一
は
否
（
し
か
）
ら
ざ
れ
ば
、
罪
た
る
こ
と
、
滋
（
ま
す
ま

す
）
大
な
り
。
…
…
若
（
も
）
し
韓
子
、
命
を
奉
じ
て
、
以
て
使
し
て
玉

を
求
め
ば
、
貧
淫
甚
だ
し
。
濁
り
罪
に
非
ざ
ら
ん
や
。
一
玉
を
出
だ
し
て
以
て

二
罪
を
起
こ
し
、
吾
ま
た
位
を
失
ひ
、
韓
子
、
貧
を
成
さ
ん
こ
と
將
た
焉

（
い
ず
）
く
ん
ぞ
之
を
用
ゐ
ん
…
…
と
。
鄭
六
卿
、
宣
子
を
郊
に
賎
す
。

…
…
宣
子
、
私
に
子
産
を
親
（
み
）
て
…
…
日
は
く
、
子
、
起
に
命
じ
て

。
。
◎
◎
。
◎

夫
の
玉
を
舍
て
し
む
。
是
れ
我
に
玉
を
賜
ひ
て
吾
を
死
よ
り
免
か
れ
し
む
る
な

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

三
、
「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
背
景

り
、
…
…
と
。
（
晉
韓
起
聰
干
鄭
、
宣
子
有
環
、
其
一
在
鄭
商
、
宣
子
謁
諸

鄭
伯
、
子
産
弗
與
日
、
非
官
府
之
守
器
也
、
寡
君
不
知
、
子
大
叔
子
羽
謂

子
産
日
…
…
吾
子
何
愛
於
一
環
、
其
以
取
憎
於
大
國
也
、
意
求
而
與
之
、

子
産
日
、
…
…
夫
大
國
之
人
、
令
於
小
國
而
皆
獲
其
求
、
將
何
以
給
之
、

一
共
一
否
、
爲
罪
滋
大
…
…
若
韓
子
奉
命
以
使
而
求
玉
焉
、
貧
淫
甚
美
、

濁
非
罪
乎
、
出
一
玉
以
起
二
罪
、
吾
又
失
位
、
韓
子
成
貧
、
將
焉
用
之
…
…

鄭
六
卿
饅
宣
子
於
郊
…
…
宣
子
私
観
於
子
産
：
。
…
日
子
命
起
舍
夫
玉
、
是

賜
我
玉
而
免
吾
死
也
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
昭
公
十
六
年
）

晉
の
上
卿
の
韓
宣
子
が
鄭
を
訪
問
し
た
。
彼
は
、
二
個
で
一
そ
ろ
い
に
な
る

⑨
〃
環
″
の
、
う
ち
、
そ
の
片
一
方
を
所
有
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
お
り
よ
く
、

も
う
一
方
の
環
は
、
こ
の
鄭
の
商
人
が
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
韓
宣

子
は
、
鄭
伯
に
働
き
か
け
て
、
商
人
の
手
か
ら
、
そ
の
環
を
得
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
韓
宣
子
の
願
い
は
、
鄭
の
宰
相
、
子
産
に
よ
っ
て
断
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
大
国
晉
の
、
小
国
鄭
へ
の
際
限
も
な
い
要
求
の
発
端
に
な
る
こ

と
を
、
子
産
は
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
い
ず
れ
大
国
の
望
み
を
か
な
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
、
大
国
か
ら
鄭
が
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う
日
の
く
る
こ
と
が
無

い
よ
う
に
と
、
そ
の
発
端
を
断
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
国
の
使
者
で
あ

る
韓
宣
子
に
、
そ
の
私
的
な
要
求
を
か
な
え
さ
せ
た
な
ら
ば
ど
う
い
う
こ
と
に

な
る
か
。
韓
宣
子
は
、
そ
の
と
き
に
は
玉
環
へ
の
利
慾
に
目
が
く
ら
み
、
主
君

の
使
者
と
い
う
大
役
を
機
し
て
し
ま
う
と
い
う
大
罪
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
韓

宣
子
の
要
求
を
か
な
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
鄭
国

が
大
国
晉
の
要
求
を
か
な
え
ら
れ
な
い
と
い
う
場
合
の
罪
と
、
韓
宣
子
の
犯
す

涜
職
の
大
罪
と
、
こ
の
二
つ
の
罪
を
、
子
産
は
未
然
に
防
ご
、
フ
と
し
た
わ
け
で

あ
る
。
後
に
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
韓
宣
子
は
、
み
ず
か
ら
の
非
を
悟
り
、

八
九



275

子
産
に
対
し
て
「
私
を
死
罪
か
ら
免
か
れ
さ
せ
て
下
さ
っ
た
」
と
い
っ
て
、
深

く
感
謝
し
た
。
も
し
子
産
の
配
慮
が
な
け
れ
ば
、
韓
宣
子
は
無
意
識
の
う
ち
に

君
命
を
辱
か
し
め
る
と
い
、
フ
大
罪
を
犯
し
、
主
君
の
命
令
に
よ
っ
て
、
死
刑
が

執
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
「
吾
を
死
よ
り
免
か
れ
し
む
る
」
と
い
う
韓
宣
子
の
こ

の
こ
と
ば
は
、
死
刑
を
〃
免
か
れ
″
得
た
韓
宣
子
の
安
堵
の
気
持
を
、
よ
く
伝

え
て
い
る
。

ま
た
、
別
に
つ
ぎ
の
よ
、
フ
な
例
も
あ
る
。

○
衛
侯
、
元
一
胆
と
訟
ふ
・
南
武
子
、
輔
と
爲
り
、
鍼
莊
子
、
坐
と
爲
り
、
士
榮
、
大

士
と
爲
る
。
衛
侯
、
勝
た
ず
。
士
榮
を
殺
し
、
鍼
莊
子
を
別
（
あ
し
き
）

。
◎

り
、
甫
命
を
忠
な
り
と
謂
ひ
て
之
を
免
し
、
衛
侯
を
執
（
と
ら
）
へ
て
之

を
京
師
に
歸
（
お
く
）
り
、
諸
を
深
室
に
賞
（
お
）
く
。
富
子
臺
鱈
（
た

く
せ
ん
）
を
納
る
る
を
職
（
つ
か
さ
ど
）
る
。
元
順
一
、
衛
に
歸
り
、
公
子

暇
を
立
つ
。
（
衛
侯
與
元
順
一
訟
、
南
武
子
爲
輔
、
鍼
莊
子
爲
坐
、
士
榮
爲
大

士
、
衛
侯
不
勝
、
殺
士
榮
、
別
鍼
莊
子
、
謂
富
命
忠
而
免
之
、
執
衛
侯
歸

之
干
京
都
、
眞
諸
深
室
、
富
子
職
納
臺
嬉
焉
、
元
一
胆
歸
干
衛
、
立
公
子
暇
Ｉ

「
春
秋
左
氏
傳
」
僖
公
二
十
八
年
）

衛
侯
（
成
公
）
は
、
当
時
の
大
国
の
う
ち
、
晉
に
つ
く
か
楚
に
つ
く
か
と
い

う
こ
と
で
、
国
の
長
老
た
ち
と
対
立
し
、
国
外
で
の
亡
命
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
帰
国
に
際
し
て
、
手
ち
が
い
か
ら
戦
闘
が
お
こ

り
、
弟
の
叔
武
を
死
に
至
ら
し
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
夫
の

元
一
胆
と
対
立
し
た
。
一
方
、
晉
の
文
公
は
四
月
に
城
濃
の
戦
い
で
、
斉
宋
な
ど

と
連
合
し
て
楚
を
破
っ
た
。
そ
し
て
翌
五
月
、
践
土
に
諸
侯
を
集
め
て
会
盟
を

主
催
し
た
。
そ
の
お
り
、
襄
王
に
よ
っ
て
諸
侯
の
長
、
つ
ま
り
覇
者
に
任
命
さ

れ
て
い
る
。
は
な
し
を
も
と
に
も
ど
す
と
、
衛
侯
と
元
一
胆
は
裁
き
を
、
こ
の
覇
者
文

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

公
に
求
め
た
。
文
公
の
判
決
は
元
一
胆
を
勝
と
し
、
衛
侯
を
負
け
と
定
め
た
。
そ

の
う
え
、
衛
侯
を
周
の
都
（
洛
陽
）
に
送
っ
て
幽
閉
し
、
そ
の
臣
、
士
榮
を
死

刑
に
し
、
鍼
莊
子
を
肌
（
あ
し
き
り
）
に
処
し
た
。
南
武
子
は
衛
侯
の
側
の
人

物
で
は
あ
る
が
、
そ
の
忠
義
を
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
〃
免
（
ゆ
る
）

⑩

さ
れ
″
て
、
何
の
罪
も
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
覇
者
、
文
公
の
衛
国
の

騒
動
に
対
す
る
裁
判
と
、
そ
の
判
決
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
判
決
に
よ

る
刑
罰
を
、
宵
武
子
は
〃
免
（
ゆ
る
）
さ
れ
た
″
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
又
、
こ

と
ば
を
変
え
れ
ば
、
南
武
子
は
、
み
ず
か
ら
の
忠
義
心
の
お
か
げ
で
、
覇
者
、

文
公
の
刑
を
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
た
″
の
で
あ
る
。

口
軍
事
に
関
連
す
る
も
の

春
秋
時
代
は
戦
乱
の
時
代
で
あ
り
、
人
々
は
日
々
の
生
活
を
通
じ
て
、
戦
争

を
め
ぐ
る
諸
々
の
事
象
と
か
か
わ
り
を
持
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
反
映
し

て
い
る
の
で
あ
る
、
フ
か
、
「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
は
、
実
は
、
戦

争
に
関
連
し
た
場
面
に
お
い
て
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
楚
子
、
又
、
成
（
た
ひ
ら
ぎ
）
を
晉
に
求
め
し
む
。
晉
人
こ
れ
を
許
し
、

盟
ふ
こ
と
日
あ
り
。
楚
の
許
伯
、
樂
伯
に
御
（
ぎ
よ
）
た
り
、
攝
叔
、
右
（
い
、
フ
）

と
爲
り
、
以
て
晉
の
師
を
致
す
。
…
…
晉
人
こ
れ
を
逐
ひ
、
左
右
に
こ
れ

を
角
す
。
樂
伯
は
左
に
馬
を
射
て
、
右
に
人
を
射
る
。
角
、
進
む
能
は
ず
。

矢
は
一
の
み
。
蘂
、
前
に
與
（
た
）
つ
。
蕊
を
射
て
韮
に
麗
（
つ
）
く
。

晉
の
飽
癸
、
其
の
後
に
當
た
る
。
攝
叔
を
し
て
蕊
を
奉
じ
て
獄
ぜ
し
む
。

曰
く
、
歳
の
時
に
非
ず
し
て
、
獄
禽
の
未
だ
至
ら
ざ
る
を
以
て
、
敢
へ
て

諸
を
從
者
に
膳
す
、
と
。
飽
癸
こ
れ
を
止
め
て
曰
く
、
其
の
左
は
善
く
射
、

◎

其
の
右
は
鮮
あ
り
。
君
子
な
り
、
と
。
既
に
し
て
免
（
ま
い
か
）
る
。
（
楚

子
又
使
求
成
干
晉
、
晉
人
許
之
、
盟
有
日
美
、
楚
許
伯
御
樂
伯
、
攝
叔
爲

九
○
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右
、
以
致
晉
師
、
：
…
・
晉
人
逐
之
、
左
右
角
之
、
樂
伯
左
射
馬
、
而
右
射

人
、
角
不
能
進
、
矢
一
而
巳
、
棄
興
於
前
、
射
蕊
麗
韮
、
晉
飽
癸
當
其
後
、

使
攝
叔
奉
蘂
獄
焉
、
日
、
以
歳
之
非
時
、
獄
禽
之
未
至
、
敢
膳
諸
從
者
、

飽
癸
止
之
日
、
其
左
善
射
、
其
右
有
鮮
、
君
子
也
、
既
免
Ｉ
「
春
秋
左
氏

傳
」
宣
公
十
二
年
）

楚
の
楽
伯
・
許
伯
・
摂
叔
は
、
晉
軍
に
奇
襲
攻
撃
を
か
け
た
が
、
つ
い
に
は

矢
が
一
本
の
こ
る
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
そ
の
時
、
背
後
に
晉
の

飽
癸
が
し
の
び
寄
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
絶
体
絶
命
の
危
機
に
お
ち
い
っ
た
。
ち
よ

、
う
ど
そ
の
時
、
前
方
に
鹿
が
一
頭
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
こ
で
残
る
一
本
の
矢
で
そ

れ
を
仕
留
め
、
そ
れ
を
飽
癸
に
献
上
し
た
。
飽
癸
は
、
敵
の
弓
の
腕
前
と
、
献

上
す
る
と
き
の
口
上
の
み
ご
と
さ
に
感
心
し
、
追
撃
を
や
め
た
。
そ
の
す
き
に
、

楽
伯
た
ち
は
、
や
っ
と
の
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
、
フ
に
し

て
、
矢
も
尽
き
て
、
は
さ
み
、
う
ち
に
合
い
、
ふ
つ
、
フ
な
ら
討
ち
死
に
が
必
至
と

い
う
事
態
を
、
一
転
し
て
助
か
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
、
〃
免
〃
と
い
う
字
で

あ
ら
わ
し
た
の
で
あ
る
。

○
趙
旛
、
其
の
良
馬
二
を
以
て
、
其
の
兄
と
叔
父
と
を
濟
ひ
、
他
馬
を
以
て

反
（
か
へ
）
る
。
敵
に
遇
ひ
て
去
る
こ
と
能
は
ず
。
車
を
奔
て
て
林
に
走

る
。
逢
大
夫
、
其
の
二
子
と
乘
る
。
其
の
二
子
に
顧
（
か
へ
り
）
み
る
無

か
れ
と
謂
ふ
。
顧
み
て
曰
く
、
趙
慢
、
後
に
在
り
、
と
。
之
を
怒
り
て
下

（
く
だ
）
ら
し
め
、
木
を
指
さ
し
て
曰
く
、
女
（
な
ん
ぢ
）
を
是
（
こ
こ
）

。
０
．
◎

に
Ｆ
せ
ん
、
と
。
趙
席
に
綏
（
す
い
）
を
授
け
て
以
て
免
れ
し
む
。
明
日
、

表
を
以
て
之
を
Ｆ
す
。
皆
、
重
獲
せ
ら
れ
て
木
の
下
に
在
り
。
（
趙
旛
以
其

良
馬
二
、
濟
其
兄
與
叔
父
、
以
他
馬
反
、
遇
敵
不
能
去
、
奔
車
而
走
林
、

逢
大
夫
與
其
二
子
乘
、
謂
其
二
子
無
顧
、
顧
日
、
趙
慢
在
後
、
怒
之
使
下
、

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

指
木
日
、
Ｐ
女
於
是
、
授
趙
旛
綏
以
免
、
明
日
以
表
Ｆ
之
、
皆
重
獲
在
木

下
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
宣
公
十
二
年
）

こ
こ
で
は
楚
と
晉
の
戦
い
の
場
面
で
、
敗
走
す
る
晉
軍
の
将
、
逢
氏
と
、
そ

の
二
人
の
子
供
の
悲
劇
的
な
運
命
を
え
が
い
て
い
る
。
そ
し
て
又
、
こ
の
よ
う

な
悲
劇
を
代
償
に
し
て
、
危
、
う
ぐ
難
を
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
た
趙
旛
の
こ
と
も

の
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な
状
況
は
、
こ
う
で
あ
る
。
楚
の
激
し
い
攻

撃
の
な
か
で
、
良
馬
を
兄
と
叔
父
に
ゆ
ず
っ
て
逃
が
し
、
自
ら
は
駄
馬
に
乗
っ

て
い
た
趙
旛
は
、
た
ち
ま
ち
追
い
つ
め
ら
れ
て
徒
歩
で
林
に
に
げ
こ
ん
だ
・
ち
よ

書
う
ど
そ
の
時
、
大
夫
の
逢
氏
が
二
人
の
子
供
を
戦
車
に
の
せ
て
通
り
か
か
っ
た
。

逢
大
夫
は
、
そ
の
場
の
危
機
的
状
況
を
十
分
に
察
知
し
て
い
た
の
で
、
趙
旛
の

い
る
こ
と
を
知
っ
て
は
い
た
が
、
な
ん
と
か
二
人
の
子
供
を
助
け
た
い
一
念
で
、

趙
旛
の
危
急
を
気
づ
か
な
い
ふ
り
を
し
て
、
通
過
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
子
供
た
ち
に
決
し
て
後
を
ふ
り
か
え
る
な
と
厳
命
を
く
だ
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
子
供
た
ち
は
、
そ
の
命
に
反
し
て
後
ろ
を
ふ
り
か
え
り
、
趙
旛
に
気
づ
い

、
、
、
、
、
、

て
、
そ
の
こ
と
を
父
に
知
ら
せ
た
。
こ
、
フ
し
て
趙
旛
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
こ

⑪

、
、
、
、
、
、
、

と
に
な
っ
た
以
上
、
親
子
の
情
よ
り
も
、
重
臣
を
救
う
と
い
う
公
的
立
場
を
と

ら
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
逢
大
夫
は
子
供
た
ち
を
下
車
さ
せ
た
。
そ
し
て
趙
施

に
引
き
綱
を
与
え
て
車
に
ひ
き
上
げ
、
彼
を
、
こ
の
危
機
か
ら
〃
免
（
ま
い
）

か
れ
さ
せ
″
た
の
で
あ
る
。
逢
大
夫
が
翌
日
こ
こ
へ
き
て
み
る
と
、
二
人
の
子

供
た
ち
は
、
木
の
下
で
重
な
っ
て
殺
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
本
来

な
ら
敵
の
手
で
殺
さ
れ
る
の
が
当
然
と
い
え
る
ほ
ど
の
危
機
に
陥
っ
て
い
た
趙

旛
は
、
逢
大
夫
の
子
供
た
ち
が
後
を
ふ
り
か
え
っ
た
と
い
、
フ
全
く
の
偶
然
を
契

機
に
し
て
、
そ
の
絶
対
的
な
危
機
を
〃
免
″
か
れ
た
の
で
あ
る
。

○
齊
侯
、
我
が
北
鄙
を
伐
ち
龍
を
園
む
。
…
…
衛
侯
、
孫
良
夫
・
石
稜
・
富

九
一
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相
・
向
禽
を
し
て
將
に
齊
を
侵
さ
ん
と
せ
し
む
。
齊
の
師
と
遇
ふ
。
…
…

石
成
子
曰
く
、
師
敗
れ
た
り
、
子
、
少
（
し
ば
）
ら
く
須
（
ま
）
た
ず
ん

ば
、
衆
お
そ
ら
く
蓋
き
ん
。
子
、
師
徒
を
喪
は
ば
何
を
以
て
復
命
せ
ん
と
。

皆
對
へ
ず
。
又
日
は
く
、
子
は
國
卿
な
り
。
子
を
隈
（
う
し
な
）
は
ば
辱

な
り
。
子
、
衆
を
以
（
ひ
き
）
ゐ
て
退
け
。
我
は
此
に
乃
ち
止
ま
ら
ん
と
。

且
つ
車
の
來
る
こ
と
甚
だ
衆
（
お
ほ
）
し
と
告
ぐ
。
齊
の
師
も
乃
ち
止
り
、

鞠
居
に
次
（
や
ど
）
る
。
新
築
の
人
、
仲
叔
子
実
、
孫
桓
子
を
救
ふ
。
桓

子
こ
こ
を
以
て
免
（
ま
い
）
か
る
。
（
齊
侯
伐
我
北
鄙
、
園
龍
、
…
…
衛
侯

使
孫
良
夫
・
石
稜
・
南
相
・
向
禽
將
侵
齊
、
與
齊
師
遇
…
…
石
成
子
日
、

師
敗
美
、
子
不
少
須
、
衆
灌
壼
、
子
喪
師
徒
、
何
以
復
命
、
皆
不
對
、
又

日
、
子
國
卿
也
、
隈
子
辱
美
、
子
以
衆
退
、
我
此
乃
止
、
且
告
車
來
甚
衆
、

齊
師
乃
止
、
次
子
鞠
居
、
新
築
人
仲
叔
干
実
救
孫
桓
子
、
桓
子
是
以
免
Ｉ

「
春
秋
左
氏
傳
」
成
公
二
年
）

斉
が
魯
に
攻
め
入
っ
た
。
そ
の
留
守
に
、
衛
で
は
斉
を
侵
略
し
よ
、
フ
と
し
た
。

そ
の
た
め
に
軍
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
途
中
で
、
衛
軍
は
思

い
が
け
ず
魯
か
ら
引
き
上
げ
る
斉
軍
と
鉢
合
わ
せ
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
か
ら
起

こ
っ
た
戦
闘
で
、
衛
軍
は
敗
北
を
喫
し
た
。
衛
の
正
卿
の
孫
桓
子
は
、
石
成
子

の
な
が
し
た
、
大
授
軍
が
到
着
す
る
と
い
、
フ
デ
マ
の
お
か
げ
で
斉
軍
が
攻
撃
を

中
止
し
た
こ
と
、
新
築
の
仲
叔
干
実
が
味
方
に
つ
い
て
く
れ
た
こ
と
、
こ
の
二

つ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
戦
死
す
る
と
こ
ろ
を
、
危
、
う
ぐ
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
た
〃

の
で
あ
る
。

○
左
司
馬
戌
、
息
に
及
び
て
還
（
か
へ
）
り
、
呉
の
師
を
雍
瀧
（
よ
、
う
ぜ
い
）

に
敗
り
て
傷
つ
く
。
初
め
、
司
馬
、
閨
瞳
に
臣
た
り
。
故
に
禽
（
と
り
こ
）

と
爲
（
な
）
る
を
恥
づ
。
其
の
臣
に
謂
ひ
て
曰
く
、
誰
か
能
く
吾
が
首
を

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

免
（
ま
い
か
）
れ
し
む
る
、
と
。
呉
句
卑
曰
く
、
臣
賤
し
。
可
な
ら
ん
か
、

と
。
司
馬
曰
く
、
我
、
實
に
子
を
失
へ
り
。
可
な
る
か
な
、
と
。
三
た
び

戦
ひ
、
皆
傷
つ
く
。
曰
く
、
吾
用
ゐ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
み
、
と
。
句
卑
、

裳
を
布
（
し
）
き
、
到
（
く
ぴ
は
）
ね
て
之
を
裏
（
つ
つ
）
み
、
そ
の
身

を
藏
（
か
く
）
し
て
、
其
の
首
を
以
て
免
か
る
。
（
左
司
馬
戌
及
息
而
還
、

敗
呉
師
子
雍
瀧
、
傷
、
初
、
司
馬
臣
閨
盾
、
故
恥
爲
禽
焉
、
謂
其
臣
日
、

誰
能
免
吾
首
、
呉
句
卑
日
、
臣
賤
、
可
乎
、
司
馬
日
、
我
實
失
子
、
可
哉
、

三
戦
、
皆
傷
、
日
、
吾
不
可
用
也
巳
、
句
卑
布
裳
、
到
而
裏
之
、
藏
其
身
、

而
以
其
首
免
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
定
公
四
年
）

こ
れ
は
お
な
じ
戦
争
の
場
面
に
お
け
る
〃
免
″
で
も
、
少
々
お
も
む
き
を
異

に
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
自
分
が
捕
虜
に
な
り
た
く
な
い
だ
け
で
な
く
、
死
ん

で
の
ち
、
首
だ
け
で
さ
、
え
敵
の
手
に
渡
し
た
く
な
い
と
い
う
執
念
が
、
そ
こ
に

こ
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
、
フ
し
た
点
が
、
ふ
つ
う
の
場
合
と
、
ち
が
、
フ
の
で
あ
る
。

呉
と
楚
の
戦
い
で
、
楚
都
、
郭
（
え
い
）
に
攻
め
入
っ
た
呉
軍
と
戦
っ
て
敗
れ
、

し
か
も
瀕
死
の
重
傷
を
負
っ
た
左
司
馬
戌
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
処
置
を
と
っ
た
。

彼
は
家
臣
に
た
の
ん
で
、
死
後
の
自
分
の
首
が
呉
軍
の
手
に
渡
ら
な
い
よ
う
に

十
分
に
た
の
ん
で
お
い
た
。
そ
の
こ
と
が
忠
実
に
実
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、

彼
の
首
は
、
敵
の
手
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
た
〃
の
で
あ
る
。

○
晉
侯
、
曹
を
園
み
、
…
…
三
月
丙
午
、
曹
に
入
り
、
之
を
數
む
る
に
其
の

僖
負
鶉
を
用
ひ
ず
し
て
、
軒
に
乘
る
者
、
三
百
人
な
る
を
以
て
し
、
且
つ

日
は
く
、
状
を
獄
ず
、
と
。
令
し
、
僖
負
霧
の
宮
に
入
る
こ
と
無
か
ら
し

◎
◎

め
て
、
其
の
族
を
免
す
。
施
に
報
ゆ
る
な
り
。
（
晉
侯
園
曹
、
…
…
三
月
丙

午
、
入
曹
、
數
之
以
其
不
用
僖
負
鶉
、
而
乘
軒
者
三
百
人
也
、
且
日
献
状
、

令
無
入
僖
負
鶉
之
宮
、
而
免
其
族
、
報
施
也
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
僖
公
二

九
一

一
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十
八
年
）

晉
侯
、
つ
ま
り
晉
の
文
公
は
、
ま
だ
重
耳
と
名
の
っ
て
い
た
公
子
時
代
に
、

国
外
流
浪
の
苦
労
の
多
い
日
々
を
お
く
っ
て
い
る
。
そ
の
当
時
、
曹
の
僖
負
霧

は
重
耳
を
厚
く
遇
し
、
食
物
な
ど
を
献
上
し
た
り
し
た
。
む
か
し
の
、
そ
の
恩

に
報
ゆ
る
た
め
に
、
晉
の
文
公
は
曹
に
攻
め
入
っ
た
と
き
、
特
別
に
軍
令
を
出

し
た
。
そ
の
軍
令
に
よ
っ
て
、
僖
負
鶉
の
家
に
侵
入
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
と
、
そ
の
一
族
に
危
害
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
、
フ
ニ
点
を
実
行
さ
せ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
の
場
面
で
出
さ
れ
た
軍
令
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
敵
軍

か
ら
の
略
奪
や
刑
罰
か
ら
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
る
″
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

○
齊
侯
免
（
ま
い
）
か
れ
、
丑
父
を
求
め
て
、
三
た
び
入
り
三
た
び
出
づ
。

齊
の
師
を
出
づ
る
毎
に
、
以
て
退
く
も
の
を
帥
ゐ
て
、
狄
の
卒
に
入
る
。

狄
の
卒
、
み
な
戈
を
抽
き
、
楯
も
て
こ
れ
を
冒
（
お
ほ
）
ひ
、
以
て
衛
の

師
に
入
る
。
衛
の
師
、
こ
れ
を
免
す
。
遂
に
徐
關
よ
り
入
る
。
（
齊
侯
免
、

求
丑
父
、
三
入
三
出
、
毎
出
齊
師
以
帥
退
、
入
干
狄
卒
、
狄
卒
皆
抽
戈
、

楯
冒
之
、
以
入
干
衛
師
、
衛
師
免
之
、
遂
自
徐
關
入
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」

成
公
二
年
）

こ
こ
に
は
〃
免
″
の
字
は
二
回
使
わ
れ
て
い
る
。
前
の
方
は
、
部
下
の
計
略

に
よ
っ
て
、
晉
軍
の
も
と
か
ら
斉
侯
が
、
う
ま
く
逃
れ
た
こ
と
を
い
、
フ
。
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
実
は
、
後
の
方
の
〃
免
″
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
晉
の
援
軍

と
し
て
の
衛
や
狄
の
軍
勢
の
中
に
、
斉
侯
は
三
た
び
突
入
す
る
。
そ
れ
は
、
自

分
の
身
代
わ
り
と
な
っ
て
、
自
分
を
逃
が
し
て
く
れ
た
部
下
を
救
う
た
め
で

あ
っ
た
。
晉
や
狄
は
、
そ
の
気
に
な
れ
ば
斉
侯
を
殺
す
こ
と
は
容
易
に
で
き
た

の
で
あ
る
が
、
斉
か
ら
の
後
難
を
恐
れ
て
殺
さ
ず
、
わ
ざ
と
逃
が
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
〃
免
″
は
、
ゆ
る
す
、
又
は
、
逃
が
す
、
と
い
う
意
味
で
用
い

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
斉
侯
の
方
か
ら
す
れ
ば
、
〃
ま
ぬ
か
れ
る
〃
と
い
、
う
こ

と
に
な
る
、
フ
。
斉
軍
の
力
が
、
晉
や
狄
の
連
合
軍
よ
り
大
き
く
上
回
っ
て
い
た

か
ら
、
斉
侯
を
殺
し
た
場
合
の
、
斉
軍
の
仕
返
し
を
晉
が
お
そ
れ
た
の
で
、
こ

の
よ
う
な
事
態
が
、
生
じ
た
の
で
あ
る
。
戦
い
の
場
面
に
お
い
て
、
両
軍
の
戦

力
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
い
、
７
現
実
を
背
景
に
し
て
、
〃
免
〃
の
字
が
こ
う
し
た

意
味
を
に
な
う
の
で
あ
る
。

戦
争
を
め
ぐ
っ
て
用
い
ら
れ
る
〃
免
″
字
の
例
は
、
「
左
伝
」
の
な
か
で
は
、

そ
の
す
べ
て
を
列
挙
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
多
い
。
そ
こ
で
、
そ
の
典
型
的

な
も
の
を
示
し
お
え
た
と
こ
ろ
で
、
項
を
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

日
上
司
の
罰

の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
春
秋
時
代
は
社
会
の
変
動
の
時
で
あ
っ
て
、
身
分

制
も
ま
た
変
動
し
混
乱
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
君
を
は
じ
め
と
し
て
、
上

司
の
く
だ
す
罰
と
い
、
フ
も
の
も
厳
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
き
び
し
く
作
用
し

て
い
た
。

○
齊
侯
、
公
孫
青
を
し
て
衛
に
聰
せ
し
む
。
既
に
出
ず
。
…
…
遂
に
諸
に
死

烏
に
從
ひ
、
事
を
將
（
お
こ
な
）
は
ん
と
諸
ふ
。
…
…
賓
、
將
に
飯
（
し

、
フ
）
せ
ん
と
す
。
主
人
…
…
敢
へ
て
瀞
す
、
と
。
賓
曰
く
、
寡
君
の
下
臣

は
、
ま
た
君
の
牧
園
な
り
。
若
し
外
役
を
汗
（
ま
も
）
る
を
獲
ず
ん
ば
、

。
◎
。
○
。
◎

是
れ
寡
君
を
有
せ
ざ
る
な
り
。
臣
、
戻
（
つ
み
）
を
免
か
れ
ざ
ら
ん
こ
と

を
灌
る
。
諸
ふ
以
て
死
を
除
か
ん
、
と
。
親
（
み
づ
か
）
ら
鐸
を
執
り
、

終
夕
、
暗
に
與
（
あ
づ
か
）
る
。
（
齊
侯
使
公
孫
青
膳
子
衛
、
既
出
…
…
遂

從
諸
死
鳥
、
請
將
事
、
…
…
賓
將
報
、
主
人
…
…
敢
鮮
、
賓
日
、
寡
君
之

下
臣
、
亦
君
之
牧
園
也
、
若
不
獲
汗
外
役
、
是
不
有
寡
君
也
、
臣
濯
不
免

於
戻
請
以
除
死
、
親
執
鐸
、
終
夕
與
於
僚
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
昭
公
二
十
年
）

九



271

衛
の
内
乱
に
よ
っ
て
、
衛
侯
は
都
を
の
が
れ
出
て
、
そ
こ
は
ま
だ
衛
国
内
で

は
あ
る
が
、
す
で
に
国
境
に
近
い
所
に
あ
る
死
烏
に
ま
で
退
い
て
い
た
。
斉
侯

の
命
を
受
け
て
衛
侯
を
見
舞
っ
た
公
孫
青
は
、
衛
公
の
た
め
に
不
寝
番
に
立
つ

こ
と
を
申
し
出
る
。
遠
慮
し
て
固
辞
す
る
衛
侯
に
対
し
て
、
公
孫
青
は
、
こ
う

し
な
け
れ
ば
、
使
者
と
し
て
、
君
命
を
全
う
し
な
い
と
い
う
罪
を
犯
す
こ
と
に

な
る
。
こ
、
フ
し
た
死
罪
か
ら
私
は
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
″
た
い
の
だ
と
い
う
。

こ
う
し
て
公
孫
青
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
鈴
を
鳴
ら
し
、
一
晩
中
か
が
り
火
を

た
い
て
見
張
り
を
つ
と
め
た
。
こ
こ
に
公
孫
青
が
み
ず
か
ら
い
う
よ
う
に
、
上

②

司
、
ｌ
こ
の
場
合
は
主
君
で
あ
る
が
、
そ
の
主
君
の
罰
か
ら
〃
免
″
か
れ
る

と
い
、
う
こ
と
が
、
臣
下
の
生
命
に
か
か
わ
る
、
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
の
で

士
〈
〉
ヲ
（
》
。

○
春
、
楚
の
屈
暇
、
羅
を
伐
つ
。
闘
伯
比
こ
れ
を
送
り
て
還
る
。
：
…
・
楚
子

に
見
え
て
曰
く
へ
必
ず
師
を
濟
（
ま
）
せ
と
。
楚
子
鮮
す
。
…
…
郁
曼
日

く
、
大
夫
は
其
れ
衆
を
こ
れ
謂
ふ
に
は
非
じ
。
…
…
莫
教
を
威
す
に
刑
を

以
て
せ
ん
こ
と
を
謂
ふ
な
ら
ん
。
…
…
莫
款
を
見
て
諸
に
天
の
易
に
假
さ

ざ
る
を
告
げ
ん
こ
と
を
謂
ふ
な
ら
ん
。
…
…
楚
子
、
頼
人
を
し
て
之
を
追
は
し

む
。
及
ば
ず
。
莫
款
…
…
羅
に
及
ぶ
。
羅
と
盧
戎
と
雨
（
ふ
た
）
と
こ
ろ

よ
り
之
に
軍
し
、
大
い
に
之
を
敗
る
。
莫
教
、
荒
谷
に
縊
（
く
び
）
る
。

群
帥
、
冶
父
に
囚
は
れ
て
以
て
刑
を
鶏
く
。
楚
子
曰
く
、
孤
の
罪
な
り
と
。

。

◎

皆
こ
れ
を
免
（
ゆ
る
）
す
。
（
春
、
楚
屈
暇
伐
羅
、
闘
伯
比
送
之
還
、
…
…

見
楚
子
日
、
必
濟
師
、
楚
子
鮮
焉
、
…
…
都
曼
日
、
大
夫
其
非
衆
之
謂
…
…

謂
…
…
威
莫
教
以
刑
也
、
…
…
謂
…
…
見
莫
教
而
告
諸
天
之
不
假
易
也
…
…

楚
子
使
頼
人
追
之
、
不
及
、
…
…
莫
款
…
…
及
羅
、
羅
與
盧
戎
雨
軍
之
、

大
敗
之
毒
莫
款
縊
干
荒
谷
、
群
帥
囚
子
冶
父
以
蕊
刑
、
楚
子
日
、
孤
之
罪
也
、

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

皆
免
之
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
桓
公
十
三
年
）

楚
の
武
王
は
、
大
夫
の
闘
伯
比
の
助
言
を
無
視
し
た
。
そ
の
た
め
莫
款
の
屈

暇
の
ひ
き
い
る
楚
の
軍
勢
は
、
羅
と
の
戦
い
に
大
敗
を
喫
し
た
。
屈
暇
は
責
任

を
と
っ
て
自
殺
し
た
。
他
の
将
軍
た
ち
は
武
王
の
刑
の
執
行
を
待
っ
た
。
し
か

し
王
は
自
ら
の
非
を
さ
と
り
、
将
軍
た
ち
を
罰
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
こ

う
し
て
将
軍
た
ち
は
、
王
か
ら
〃
免
（
ゆ
る
）
さ
れ
た
″
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
将
軍
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
王
の
執
行
す
る
刑
を
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
た
″
と

い
、
う
こ
と
に
な
る
。

当
時
、
主
従
の
あ
い
だ
で
は
、
主
か
ら
従
者
へ
の
刑
の
執
行
と
い
う
こ
と
が

大
き
な
関
心
事
で
あ
り
、
こ
、
フ
し
た
現
実
を
背
景
に
し
て
、
〃
免
〃
と
い
う
こ
と

が
意
識
さ
れ
た
。

佃
連
座
を
め
ぐ
っ
て

「
『
康
詰
』
に
在
り
て
曰
く
、
父
子
兄
弟
、
罪
、
相
及
（
あ
い
お
よ
）
ば
ず
、

⑫と
」
（
「
左
伝
」
昭
公
二
十
年
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
犯
罪
者
へ
の
刑
罰
が
肉

親
に
ま
で
及
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
儒
教
で
は
理
想
的
な
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ

⑬

て
い
る
。

○
晉
侯
、
叔
向
の
罪
を
樂
王
鮒
に
問
ふ
。
對
へ
て
曰
く
、
其
の
親
を
棄
て
ず
。

其
れ
有
ら
ん
、
と
。
是
に
於
て
、
祁
実
、
老
せ
り
。
之
を
聞
き
、
願
（
じ

つ
）
に
乘
り
て
宣
子
を
見
て
曰
く
、
…
…
夫
れ
謀
り
て
過
ち
鮮
く
、
惠
み

訓
へ
て
倦
ま
ざ
る
者
は
、
叔
向
あ
り
。
社
稜
の
固
め
な
り
。
猶
ほ
十
世
こ

れ
を
宥
し
て
、
以
て
能
者
を
勤
め
ん
と
す
。
今
、
壹
に
し
て
其
の
身
を
免

さ
ず
、
以
て
社
稜
を
棄
て
ん
と
す
。
亦
、
惑
は
ず
や
、
…
…
宣
子
説
ぴ
、

之
と
乘
り
、
以
て
諸
を
公
に
言
ひ
て
之
を
免
す
。
叔
向
を
見
ず
し
て
歸
る
。

叔
向
も
ま
た
免
さ
れ
し
を
告
げ
ず
し
て
朝
す
。
（
晉
侯
問
叔
向
之
罪
於
樂
王

九
四
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鮒
、
對
日
、
不
棄
其
親
、
其
有
焉
、
於
是
、
祁
実
老
美
、
聞
之
、
乘
馴
而

見
宣
子
日
、
…
…
夫
謀
而
鮮
過
、
惠
訓
不
倦
者
叔
向
有
焉
、
社
稜
之
固
也
、

猶
將
十
世
宥
之
、
以
勧
能
者
、
今
壹
不
免
其
身
、
以
棄
社
穆
、
不
亦
惑
乎

：
…
・
宣
子
説
、
與
之
乘
、
以
言
諸
公
而
免
之
、
不
見
叔
向
而
歸
、
叔
向
亦

不
告
免
焉
而
朝
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
襄
公
二
十
一
年
）

晉
の
大
夫
、
叔
向
の
弟
が
叛
乱
を
計
画
し
た
も
の
の
一
味
と
し
て
死
刑
の
執

行
を
受
け
た
。
叔
向
は
、
そ
の
弟
の
罪
に
連
座
す
る
と
い
、
フ
か
た
ち
で
逮
捕
さ

れ
、
処
刑
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
危
機
を
救
っ
た
の
は
祁
実
で
、
彼
は
、

叔
向
は
国
家
の
柱
石
と
も
な
る
べ
き
賢
者
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
弟
の
罪

に
連
座
さ
せ
る
な
ど
と
は
も
っ
て
の
ほ
か
で
あ
り
、
彼
が
こ
の
連
座
を
〃
免
（
ゆ

る
）
さ
れ
る
″
べ
き
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
十
代
の
の
ち
の
子
孫
ま
で
も
、
彼

の
国
家
へ
の
功
績
に
よ
っ
て
〃
免
（
ゆ
る
）
さ
れ
る
″
の
が
当
然
で
あ
る
と
主

張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
祁
実
の
建
議
に
よ
り
、
そ
れ
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
、
叔

向
は
弟
の
罪
へ
の
連
座
か
ら
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
″
た
。

田
国
家
間
の
問
題

こ
こ
で
と
り
上
げ
る
の
は
、
〃
免
〃
の
対
象
が
国
家
で
あ
る
も
の
で
あ
る
。
さ

き
に
日
で
問
題
に
し
た
の
が
、
こ
こ
と
同
じ
く
戦
争
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
人
が
〃
免
″
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
と
異
る
も
の
を
、

こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。

○
冬
、
楚
子
、
諸
侯
と
宋
を
園
む
。
宋
の
公
孫
固
、
晉
に
如
き
て
急
を
告
ぐ
。

先
診
曰
く
、
施
に
報
い
患
を
救
ひ
、
威
を
取
り
覇
を
定
む
る
は
、
是
に
於

て
か
在
り
、
と
。
狐
値
曰
く
、
楚
は
じ
め
て
曹
を
得
、
而
し
て
新
た
に
衛

に
婚
す
。
若
し
曹
・
衛
を
伐
た
ば
、
楚
か
な
ら
ず
之
を
救
は
ん
。
則
ち
齊
．

Ｏ
◎
。
◎

宋
は
免
か
れ
ん
、
と
。
（
冬
、
楚
子
及
諸
侯
園
宋
、
宋
公
孫
固
如
晉
告
急
、

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

先
診
日
報
施
救
患
、
取
威
定
覇
、
於
是
乎
在
美
、
狐
値
日
、
楚
始
得
曹
、

而
新
婚
於
衛
、
若
伐
曹
衛
、
楚
必
救
之
、
則
齊
宋
免
臭
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」

僖
公
二
十
七
年
）

前
年
、
楚
は
斉
を
伐
っ
て
穀
の
町
を
攻
め
取
っ
て
い
た
。
今
度
は
又
、
楚
は

宋
を
囲
ん
だ
。
援
軍
を
求
め
ら
れ
た
晉
は
、
楚
を
押
さ
え
て
覇
業
を
堅
固
な
も

の
に
し
よ
、
フ
と
し
て
、
宋
を
助
け
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
直
接
に
楚
に
当
た

ら
ず
、
楚
に
ゆ
か
り
の
曹
と
衛
を
攻
め
、
楚
の
力
を
そ
ち
ら
に
向
か
わ
せ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
斉
・
宋
の
囲
み
を
解
か
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
う
な
れ
ば
、
斉
と
宋

は
、
楚
の
軍
か
ら
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
る
″
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
春
秋
時

代
の
弱
小
諸
国
は
、
常
に
強
大
国
の
侵
略
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら

ゆ
る
知
恵
を
し
ぼ
っ
て
、
そ
れ
ら
か
ら
〃
免
″
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
、
フ
な
例
は
、
「
左
伝
」
で
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

㈱
捕
虜

○
初
め
、
晉
の
武
公
、
夷
を
伐
ち
、
夷
誼
諸
を
執
ふ
。
鳶
國
、
諸
ひ
て
之
を

免
（
ゆ
る
）
す
。
既
に
し
て
報
い
ず
。
故
に
子
國
凱
を
な
す
。
晉
人
に
謂

ふ
、
我
と
夷
を
伐
ち
て
そ
の
地
を
取
れ
、
と
。
遂
に
晉
の
師
を
以
（
ひ
き
）

ゐ
て
夷
を
伐
ち
、
夷
誰
諸
を
殺
す
。
（
初
、
晉
武
公
伐
夷
、
執
夷
誼
諸
、
蔦

國
請
而
免
之
、
既
而
弗
報
、
故
子
國
作
凱
、
謂
晉
人
、
與
我
伐
夷
而
取
其

地
、
遂
以
晉
師
伐
夷
、
殺
夷
誰
諸
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
莊
公
十
六
年
）

晉
の
武
公
が
夷
を
伐
っ
た
と
き
、
そ
の
君
の
夷
誼
諸
を
捕
虜
に
し
た
。
彼
が

〃
免
（
ゆ
る
）
さ
れ
た
″
の
は
、
周
の
大
夫
の
蕉
国
、
つ
ま
り
子
国
の
尽
力
の

た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
夷
誰
諸
は
恩
人
に
対
し
て
、
何
ら
の
謝
礼
を
な
す

こ
と
を
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
恨
み
を
買
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

複
雑
な
国
際
関
係
の
も
と
で
、
戦
乱
の
た
え
な
か
っ
た
春
秋
時
代
に
は
、
捕
虜

九
五
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に
な
る
人
物
も
多
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
た
び
捕
虜
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、

そ
こ
か
ら
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
る
″
こ
と
が
、
大
き
な
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

〃
免
″
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
事
象
と
し
て
捕
虜
の

こ
と
を
供
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

㈲
亡
命
者
へ
の
刑

春
秋
時
代
は
国
際
関
係
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
応
じ
て
国
内
の
政
治
情
勢
も

複
雑
で
、
外
国
へ
出
奔
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
亡
命
が
あ
と
を
絶
た
な
か
っ
た
。

○
陳
人
、
其
の
太
子
御
憲
を
殺
す
。
陳
の
公
子
完
、
頴
孫
と
齊
に
奔
る
。
…
…

齊
侯
、
敬
仲
を
し
て
卿
た
ら
し
む
。
瀞
し
て
曰
く
、
雷
旅
の
臣
、
幸
い
に

若
し
宥
さ
る
る
こ
と
を
獲
て
、
寛
政
に
及
び
、
其
の
教
訓
に
閑
（
な
ら
）

は
ざ
る
を
赦
し
て
、
罪
戻
を
免
か
れ
、
負
擴
を
弛
め
ら
る
る
は
、
君
の
惠

な
り
。
獲
る
と
こ
ろ
多
し
、
と
。
…
…
工
正
た
ら
し
む
。
（
陳
人
殺
其
太
子

御
憲
、
陳
公
子
完
、
與
頴
孫
奔
齊
、
…
…
齊
侯
使
敬
仲
爲
卿
、
鮮
日
、
覇

旅
之
臣
、
幸
若
獲
宥
、
及
於
寛
政
、
赦
其
不
閑
於
教
訓
、
而
免
罪
戻
、
弛

於
負
擴
君
之
惠
也
、
所
獲
多
美
、
…
…
使
爲
工
正
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
莊

公
二
十
二
年
）

陳
の
亡
命
者
、
敬
仲
は
本
来
な
ら
、
亡
命
先
の
斉
に
お
い
て
、
な
ん
ら
か
の

罪
を
課
さ
れ
て
も
い
た
し
か
た
の
な
い
立
場
に
あ
る
と
、
み
ず
か
ら
い
っ
て
い

る
。
亡
命
者
に
は
、
亡
命
先
に
、
こ
の
よ
う
な
刑
罰
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
場

合
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
、
こ
こ
に
の
べ
る
陳
の
敬
仲
は
、
そ
れ

を
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
″
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
相
当
の
好
遇
を
受
け
た
の
で
、

か
え
っ
て
と
ま
ど
っ
て
、
遠
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

伽
災
難
あ
る
い
は
運
命

時
代
の
動
き
が
、
社
会
の
各
方
面
で
激
し
か
っ
た
春
秋
時
代
に
は
、
人
々
は

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

そ
の
由
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
不
明
な
事
故
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例

え
ば
、
次
に
引
く
文
章
の
ご
と
く
で
あ
る
。

○
其
の
三
時
を
務
め
、
其
の
五
教
を
脩
め
、
其
の
九
族
を
親
し
み
て
、
以
て

其
の
薩
祀
を
致
す
。
是
に
於
て
か
、
民
和
し
て
神
こ
れ
に
福
を
降
す
。
故

に
動
け
ば
則
ち
成
す
こ
と
有
り
。
今
、
民
、
各
々
心
あ
り
て
、
鬼
神
、
主

に
乏
し
・
君
ひ
と
り
豊
か
な
り
と
錐
も
、
其
れ
何
の
福
か
之
れ
有
ら
ん
。

君
、
姑
く
政
を
脩
め
て
兄
弟
の
國
を
親
し
め
ば
、
庶
（
こ
ひ
ね
が
）
は
く

は
難
を
免
か
れ
ん
。
随
侯
、
灌
れ
て
政
を
脩
む
。
楚
敢
へ
て
伐
た
ず
。
（
務

其
三
時
、
脩
其
五
教
、
親
其
九
族
、
以
致
其
薩
祀
、
於
是
乎
、
民
和
而
神
降

之
福
、
故
動
則
有
成
、
今
、
民
各
有
心
、
而
鬼
神
乏
主
、
君
錐
濁
豐
、
其

何
福
之
有
、
君
姑
脩
政
而
親
兄
弟
之
國
、
庶
免
於
難
、
随
侯
濯
而
脩
政
、

楚
不
敢
伐
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
桓
公
六
年
）

随
侯
は
内
政
を
か
え
り
見
ず
に
、
外
国
と
の
戦
争
に
ば
か
り
心
を
う
ば
わ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
今
は
楚
を
攻
め
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

賢
臣
の
季
梁
は
、
神
を
よ
く
祭
り
、
民
を
い
つ
く
し
む
こ
と
こ
そ
先
決
で
、
そ

れ
が
出
来
て
こ
そ
、
危
難
を
〃
免
（
ま
い
）
か
れ
る
″
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
と
い
、
フ
。
随
侯
は
、
こ
の
忠
告
に
従
っ
た
。
そ
し
て
楚
を
攻
め
よ
う
と
い
う

計
画
を
中
止
し
た
。
楚
で
も
又
、
随
に
戦
い
を
い
ど
む
こ
と
を
や
め
た
。
こ
こ

で
季
梁
の
い
う
「
庶
（
こ
ひ
ね
が
）
は
く
は
、
難
を
免
（
ま
い
か
）
れ
ん
」
と

い
う
こ
と
ば
に
お
け
る
〃
難
″
は
、
誰
が
く
だ
す
の
か
。
ま
た
、
ど
う
い
う
災

難
で
あ
る
の
か
。
実
は
、
こ
、
フ
し
た
点
は
漠
然
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

次
の
よ
う
に
も
い
え
よ
う
か
。
神
が
災
難
を
与
え
る
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
神
は
眼
前
に
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
災

難
も
ま
た
、
実
際
に
身
に
ふ
り
か
か
ら
な
い
か
ぎ
り
、
ど
う
い
う
も
の
か
不
明

九
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で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
国
の
君
主
の
行
動
を
し
ば
っ
て
、
戦
争
を
も

中
止
さ
せ
る
ほ
ど
の
力
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
い
た
文
章
で
は
、
難
か

ら
〃
免
（
ま
い
か
）
れ
よ
う
と
し
て
〃
、
戦
争
を
や
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
〃
免
″

は
、
ほ
か
に
は
例
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
、
フ
な
も
の
も
あ
る
。

○
衛
の
獄
公
、
子
鮮
を
し
て
復
る
を
爲
さ
し
む
。
辞
す
。
敬
似
強
ひ
て
之
に

◎
０
０
。
○

命
ず
。
對
へ
て
曰
く
、
君
、
信
な
し
。
臣
、
免
か
れ
ざ
る
を
濯
る
、
と
。

敬
似
曰
く
、
然
り
と
錐
も
吾
が
故
を
以
て
せ
よ
、
と
。
許
諾
す
。
（
衛
獄
公

使
子
鮮
爲
復
、
瀞
、
敬
似
強
命
之
、
對
日
、
君
無
信
、
臣
灌
不
免
、
敬
似
日
、

錐
然
以
吾
故
也
、
許
諾
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
襄
公
二
十
六
年
）

国
を
出
て
い
る
衛
の
献
公
は
、
弟
の
子
鮮
の
尽
力
に
よ
っ
て
、
自
国
に
復
帰

で
き
る
よ
う
願
っ
た
。
し
か
し
、
兄
の
行
状
を
よ
く
知
っ
て
い
る
子
鮮
は
、
兄

を
入
国
さ
せ
れ
ば
、
必
ら
ず
自
分
に
も
災
難
が
ふ
り
か
か
る
に
ち
が
い
な
い
と

思
う
。
ど
う
い
う
災
難
を
、
誰
が
自
分
に
、
ど
う
い
う
か
た
ち
で
及
ぼ
す
の
か

は
、
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
確
実
に
そ
れ
は
自
分
の
身
に
ふ
り
か
か
る
も
の

と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
右
の
文
章
で
は
、
子
鮮
は
、
そ
う
し
た
災
い
か
ら

〃
免
″
か
れ
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
心
配
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
災
難
を
加
え
る
主
体
と
、
そ
の
災
難
の
形
態
が
不
明
で
あ
る
よ

、
フ
な
災
い
か
ら
〃
免
″
か
れ
よ
う
と
す
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
例
に
お
け
る

場
合
が
、
最
も
ふ
つ
う
で
あ
る
。

○
陳
の
五
父
、
鄭
に
如
（
ゆ
）
き
て
池
（
の
ぞ
）
み
て
盟
（
ち
か
）
ふ
。
壬

申
、
鄭
伯
と
盟
ふ
、
献
（
す
す
）
る
こ
と
忘
る
る
が
如
し
。
洩
伯
曰
く
、

五
父
は
必
ら
ず
免
（
ま
い
か
）
れ
ざ
ら
ん
。
盟
を
頼
ま
ず
、
と
。
（
陳
五
父

如
鄭
粒
盟
、
壬
申
及
鄭
伯
盟
、
畝
如
忘
、
洩
伯
日
、
五
父
必
不
免
、
不
頼

盟
美
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
隠
公
七
年
）

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

陳
の
五
父
は
鄭
伯
と
の
盟
（
ち
か
い
）
の
と
き
、
血
の
す
す
り
方
が
、
ま
る

で
気
の
ぬ
け
た
人
の
や
り
方
の
よ
、
う
で
、
著
る
し
く
礼
を
欠
い
て
い
た
。
そ
れ

を
見
て
洩
伯
が
「
五
父
は
災
難
か
ら
免
（
ま
い
か
）
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
」
と
予
言
す
る
。
事
実
、
そ
れ
か
ら
十
年
の
後
、
五
父
は
陳
の
君
主
の

地
位
を
争
っ
て
や
ぶ
れ
、
義
弟
を
推
す
義
母
の
一
党
の
手
に
か
か
っ
て
非
業
の

死
を
と
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
洩
伯
が
こ
の
よ
う
に
予
言
し
た
段
階
で

は
、
そ
の
災
難
の
実
体
は
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
災
難
を
背
景
に
、
春

秋
時
代
の
人
々
は
、
ま
た
、
〃
免
″
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。

前
章
に
お
い
て
「
春
秋
左
氏
伝
」
の
な
か
で
、
〃
免
″
と
い
う
こ
と
ば
の
発
せ

ら
れ
た
背
景
を
さ
ぐ
り
、
そ
れ
ら
を
類
型
化
し
て
み
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
①

刑
罰
、
③
軍
事
に
関
す
る
も
の
、
③
上
司
の
罰
、
④
連
座
を
め
ぐ
っ
て
、
⑤
国

家
間
の
問
題
、
⑥
捕
虜
、
㈹
亡
命
者
へ
の
刑
罰
、
⑧
災
難
あ
る
い
は
運
命
、
と

い
、
う
こ
と
に
な
る
。

前
章
に
お
い
て
、
す
で
に
少
し
ば
か
り
ふ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
八
項

に
対
し
て
、
さ
ら
に
二
つ
の
類
型
化
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
仙
か
ら
⑦
ま

で
が
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
も
、
フ
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
⑧
が
あ
る
と

い
、
７
か
た
ち
で
あ
る
。
初
め
の
グ
ル
ー
プ
は
、
何
を
免
れ
る
か
、
ま
た
、
そ
の

免
か
れ
る
べ
き
も
の
を
も
た
ら
す
も
の
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。
後
の
グ
ル
ー

プ
で
は
、
何
を
免
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
も
た
ら
す
も
の
が
何
で
あ
る
の
か
と
い

、
う
こ
と
が
明
確
で
な
く
、
漠
然
と
し
て
い
る
。
で
は
、
「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
い

て
は
、
こ
の
二
類
型
の
あ
ら
わ
れ
方
は
、
ど
の
よ
う
な
割
合
に
な
っ
て
い
る
で

四
、
春
秋
時
代
の
時
代
相
と
〃
免
“

九
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あ
る
、
フ
か
。
分
類
の
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
さ
せ
に
く
い
も
の
を

除
外
し
、
そ
の
用
法
の
典
型
的
な
も
の
を
ひ
ろ
い
上
げ
て
示
し
て
み
る
。
そ
の

際
、
さ
き
の
初
め
の
グ
ル
ー
プ
を
仮
に
Ｉ
と
し
、
他
を
Ⅱ
と
し
て
示
す
こ
と
に

⑭

す
る
。○

’
㈹
２
例
、
口
踊
例
、
日
砺
例
、
側
２
例
、
田
岨
例
、
㈹
５
例
、
㈹
２
例
、

合
計
刊
例

Ⅲ
㈹
別
例

こ
れ
は
便
宜
的
な
数
え
方
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
左
伝
」

に
お
け
る
〃
免
″
は
、
圧
倒
的
に
Ｉ
が
多
く
、
Ⅲ
は
非
常
に
少
な
い
と
、
ほ
ぼ

断
じ
て
も
よ
い
で
あ
る
、
フ
。

Ｉ
の
依
拠
し
て
い
る
場
面
は
㈲
か
ら
㈲
ま
で
多
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

中
心
に
な
る
の
は
軍
事
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
か
で
も
②
．
⑤
・
⑥
は
直

接
に
軍
事
そ
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
残
り
の
項
目
も
、
な
ん
ら
か
の
意
味
で

⑮

軍
事
に
か
か
わ
り
の
あ
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
春
秋
時
代
に
は
軍
事
が
多
発
し
、

社
会
は
そ
の
こ
と
を
中
心
に
し
て
進
行
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
一
方
、
Ⅲ
に
お
け
る
〃
免
″
は
、
お
も
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
使
用
さ
れ

て
い
る
で
あ
る
、
フ
か
。
前
章
、
つ
ま
り
第
三
章
の
伽
に
引
い
た
例
文
を
想
起
し

て
み
よ
う
。
最
初
に
引
い
た
例
文
で
は
、
神
を
祀
る
こ
と
と
戦
争
の
こ
と
が
主

な
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
二
番
目
に
引
い
た
文
章
で
は
、
兄
た
る
人
物
の
〃
無

信
″
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
文
章
で
は
盟
会
に

お
け
る
礼
の
乱
れ
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
神
を
祭
る
こ
と
と
い
い
、
信
と

い
い
、
盟
会
の
礼
と
い
い
、
す
べ
て
礼
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
前

章
の
㈹
に
は
紙
幅
の
都
合
で
引
け
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
、
あ
と
の
二
十
一
例
は
、

実
は
予
言
に
関
し
た
も
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
礼
の
違
犯
者
に
対
し
て
な
さ

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
〃
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

れ
た
発
言
の
な
か
で
使
用
さ
れ
て
い
る
〃
免
″
字
を
ふ
く
む
文
章
で
あ
る
。
こ

う
し
て
み
る
と
、
Ｉ
は
戦
争
を
背
景
と
し
、
Ⅲ
は
礼
を
背
景
に
し
て
い
る
と
い
っ

て
も
よ
い
で
あ
る
、
フ
。

前
記
の
ご
と
く
春
秋
時
代
は
、
後
の
戦
国
時
代
に
連
続
し
、
戦
争
の
多
発
す

る
時
代
で
あ
り
、
時
代
が
す
す
む
に
つ
れ
て
軍
事
の
社
会
に
占
め
る
位
置
は
、

ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
礼
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
、
〃
同
姓
不
婚
〃
と
い
う
こ
と
を
な
か
だ
ち
に
し
て
、

み
て
み
よ
、
フ
。
「
男
女
、
姓
を
辨
（
わ
か
）
つ
は
、
禮
の
大
司
な
り
Ｉ
男
女
が
同

姓
の
者
と
結
婚
し
な
い
と
い
う
の
は
、
礼
の
根
本
で
あ
る
」
（
「
春
秋
左
氏
伝
」

昭
公
元
年
）
と
い
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

○
臣
聞
く
、
天
の
啓
く
所
は
、
人
、
及
ば
ざ
る
な
り
、
と
。
晉
の
公
子
に
三

あ
り
。
天
、
其
れ
あ
る
い
は
將
に
諸
を
建
て
ん
と
す
る
か
。
君
、
そ
れ
禮

せ
よ
。
男
女
姓
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
其
の
生
し
げ
ら
ず
。
晉
の
公
子
は
姫

の
出
な
り
。
而
し
て
今
に
至
れ
り
。
（
臣
聞
、
天
之
所
啓
、
人
弗
及
也
、
晉

公
子
有
三
焉
、
天
其
或
者
將
建
諸
、
君
其
禮
焉
、
男
女
同
姓
、
其
生
不
蕃
、

晉
公
子
姫
出
也
、
而
至
於
今
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
僖
公
二
十
三
年
）

外
国
流
浪
中
の
晉
の
公
子
、
重
耳
が
鄭
に
や
っ
て
き
た
。
そ
の
処
遇
に
つ
い

て
、
鄭
の
叔
唐
が
主
君
を
い
さ
め
た
こ
と
ば
で
あ
る
。
重
耳
に
は
天
の
三
つ
の

助
け
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
、
重
耳
の
母
は
晉
と
同
姓
の
姫
姓
で
あ
り
、
同
姓

の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
成
長
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
重
耳
は
こ
の
よ

、
７
に
立
派
に
成
人
し
て
い
る
と
い
、
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
き
っ
と
天
の

助
け
が
あ
る
の
で
あ
る
、
フ
。
こ
、
う
い
、
フ
天
の
助
け
に
恵
ま
れ
た
人
で
あ
る
以
上
、

重
耳
は
き
っ
と
将
来
、
晉
の
君
主
と
な
る
人
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
今
の
う
ち

に
、
立
派
に
礼
遇
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
叔
倉
は
い
、
フ
。
同
姓
不
婚
は

九
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男
女
間
の
礼
の
根
本
で
あ
り
、
犯
し
て
は
な
ら
な
い
一
種
の
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
犯
す
人
が
お
り
、
そ
れ
が
絶

対
的
に
否
定
さ
れ
る
と
い
う
よ
、
フ
な
こ
と
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
例
え
ば
、
斉
の
崔
杼
（
「
左
伝
」
襄
公
二
十
五
年
）
と
か
、

同
じ
く
斉
の
盧
蒲
癸
（
「
左
伝
」
襄
公
二
十
八
年
）
な
ど
の
場
合
が
あ
る
。
崔
杼

は
、
同
姓
と
婚
す
る
と
き
に
は
、
易
に
よ
っ
て
占
っ
て
吉
と
出
た
と
き
に
限
る
と

い
、
７
礼
の
規
定
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
占
い
の
結
果
が
凶
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
自
分
の
意
志
を
強
行
し
た
。
一
方
、
盧
蒲
癸
は
、
同

姓
不
婚
を
犯
す
こ
と
は
、
今
は
や
り
の
、
「
詩
経
」
の
詩
を
分
断
し
、
自
分
勝
手

⑯

に
解
釈
し
な
お
し
て
歌
う
、
あ
の
、
詩
の
〃
断
章
取
義
″
と
同
じ
こ
と
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、
自
分
と
同
姓
の
主
人
の
娘
を
、
す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
に
要
っ
た
。
「
左

伝
」
に
あ
ら
わ
れ
た
同
姓
不
婚
の
違
犯
例
は
、
同
時
代
に
あ
っ
た
実
際
の
数
の
、

ほ
ん
の
一
斑
を
し
か
示
さ
な
い
で
あ
る
、
７
。
〃
礼
の
大
司
〃
、
即
ち
、
礼
の
根
本

だ
と
さ
れ
る
同
姓
不
婚
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
に
疎
略
に
扱
わ
れ
る
傾
向

に
あ
る
と
す
れ
ば
、
春
秋
時
代
に
は
、
礼
の
拘
束
力
の
弱
ま
る
方
向
と
い
う
も

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
左
伝
」
に
お
け
る
〃
免
〃
字
の

Ｉ
と
Ⅱ
に
お
け
る
使
用
頻
度
の
割
合
が
、
前
記
の
ご
と
く
で
あ
っ
た
の
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
背
景
と
し
て
い
る
社
会
の
状
況
を
、
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
の
で

あ
る
と
み
て
よ
い
。
Ｉ
に
お
い
て
は
、
戦
争
の
増
大
す
る
傾
向
を
、
Ⅱ
に
お
い

て
は
、
礼
の
権
威
が
お
と
ろ
え
、
そ
の
規
範
力
が
減
少
す
る
傾
向
を
、
そ
れ
ぞ

れ
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
フ
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
「
左
伝
」
で
は
、
〃
免
″
の
主
流
と
も
い
え
る
よ
う
な
傾

向
は
、
明
ら
か
に
皿
よ
り
も
Ｉ
の
方
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

人
々
が
、
〃
免
〃
、
即
ち
〃
ま
ぬ
か
れ
る
″
〃
の
が
れ
る
″
〃
ゆ
る
さ
れ
る
″
な
ど

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

、
、
、
、
、
、

と
意
識
す
る
と
き
、
人
々
は
何
が
自
分
に
、
い
か
な
る
危
害
を
加
え
る
可
能
性

が
あ
る
か
と
い
、
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
〃
ま
ぬ
か

れ
る
〃
等
々
の
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
〃
免
〃
と
い
う
場
合
、
そ
ち
ら
の
方

に
、
意
識
が
傾
く
こ
と
が
支
配
的
で
あ
っ
た
と
い
、
フ
わ
け
で
あ
る
。
春
秋
人
の
、

、
、
、
、
、

〃
免
″
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
精
神
的
姿
勢
は
、
逆
に
ま
た
、
社
会
の
各
方

面
の
事
象
に
さ
ま
ざ
ま
の
影
響
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
の

う
ち
、
最
も
注
目
す
べ
き
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
、
次
章
に
示
そ
う
。

古
来
、
中
国
に
は
次
の
よ
う
な
い
い
伝
え
が
あ
っ
た
。

○
昔
、
夏
の
方
（
ま
さ
）
に
徳
あ
る
や
、
遠
方
物
を
圖
（
え
が
）
き
し
か
ば
、

金
を
九
牧
に
貢
せ
し
め
、
鼎
を
鋳
て
物
を
象
（
か
た
ど
）
り
、
百
物
に
し

て
之
が
備
へ
を
爲
し
て
、
民
を
し
て
神
姦
を
知
ら
し
め
た
り
。
故
に
、
民

川
澤
山
林
に
入
り
て
不
若
に
逢
は
ず
。
蠣
魅
岡
雨
も
、
能
く
之
に
逢
ふ
こ

と
莫
（
な
）
く
、
用
っ
て
能
く
上
下
を
協
（
か
な
）
へ
て
、
以
て
天
体
を

承
け
た
り
。
（
昔
、
夏
之
方
有
徳
也
、
遠
方
圖
物
、
貢
金
九
牧
、
檮
鼎
象
物
、

百
物
而
爲
之
備
、
使
民
知
神
姦
、
故
民
入
川
澤
山
林
、
不
逢
不
若
、
蝸
魅

岡
雨
、
莫
能
逢
之
、
用
能
協
干
上
下
、
以
承
天
体
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
宣

公
三
年
）

夏
王
朝
の
時
代
、
危
険
な
物
や
魔
物
を
鼎
に
描
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
知
ら
せ
、

人
々
に
そ
れ
ら
の
も
た
ら
す
危
害
を
避
け
る
よ
う
に
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
人
々

は
、
何
が
、
ど
の
よ
う
な
害
を
与
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
そ
れ
ら
の
害
悪
か
ら
、
〃
免
（
ま
い
か
）
れ
〃
た
の
で
あ

五
、
〃
免
″
と
刑
鼎
の
公
開

九
九
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る
。
こ
の
よ
う
な
い
い
伝
え
こ
そ
、
刑
鼎
公
開
の
モ
デ
ル
の
出
ど
こ
ろ
の
一
つ

で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
刑
法
は
公
開
さ
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

当
時
に
あ
っ
て
、
刑
法
の
公
開
が
、
な
ぜ
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
行
論
の
必
要
上
、
ま
ず
知
っ
て
お
き
た
い
。

○
昔
、
先
王
、
事
を
議
し
て
以
て
制
し
、
刑
辞
を
爲
ら
ざ
り
し
は
、
民
の
孚

心
有
ら
ん
こ
と
を
灌
れ
て
な
り
。
…
…
民
、
辞
あ
る
を
知
る
と
き
は
、
則

ち
上
を
忌
ま
ず
…
…
民
、
箏
端
を
知
れ
り
。
將
に
禮
を
奔
て
書
に
徴
せ
ん

と
す
。
（
昔
先
王
議
事
以
制
、
不
爲
刑
辞
、
灌
民
之
有
箏
心
也
…
…
民
知
有

辞
、
則
不
忌
於
上
…
…
民
和
宰
端
美
、
將
奔
禮
而
徴
於
書
Ｉ
「
春
秋
左
氏

傳
」
昭
公
六
年
）

こ
れ
は
晉
の
叔
向
が
、
中
国
最
初
の
刑
鼎
の
公
開
を
お
こ
な
っ
た
、
鄭
の
子

産
に
与
え
た
書
簡
の
一
部
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
刑
法
が
ま
だ
定
め
ら
れ

て
い
な
い
時
代
、
そ
れ
は
〃
罪
刑
専
断
″
と
も
い
、
フ
べ
き
状
態
で
、
こ
の
状
態

そ
の
も
の
が
支
配
権
の
大
き
な
源
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
た

び
法
律
が
制
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
公
開
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
〃
罪
刑
法
定
″
の
萌
芽
と
で
も
称
し
、
フ
る
状
況
が
生
ま
れ
て
く
る
。

そ
、
う
な
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
支
配
者
の
権
力
は
弱
化
す
る
。
支
配
者

が
、
あ
る
い
は
支
配
階
級
が
弱
く
な
れ
ば
、
そ
の
階
級
の
秩
序
の
根
元
で
あ
っ

た
礼
規
範
の
体
系
も
乱
れ
、
無
力
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
、
フ
し
た
現
実
を
ふ
ま

え
て
、
こ
の
引
用
の
書
簡
の
な
か
で
、
叔
向
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
法
律
が

公
開
さ
れ
た
以
上
、
も
う
下
々
の
人
民
た
ち
は
支
配
者
を
恐
れ
な
く
な
る
で
あ

る
、
フ
。
そ
し
て
、
従
来
の
〃
礼
″
な
ど
全
く
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
目
前
の

法
律
に
だ
け
注
目
す
る
よ
う
に
な
る
」
と
。
当
時
の
支
配
階
級
の
人
々
は
、
〃
罪

刑
専
断
″
と
、
旧
来
の
〃
礼
の
規
範
〃
が
自
ら
の
権
力
の
基
盤
で
あ
る
と
い
う

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

こ
と
を
、
よ
く
知
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
法
律
を
作
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
公

開
す
る
こ
と
な
ど
、
も
っ
て
の
ほ
か
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
法
律

の
公
開
と
い
』
う
こ
と
は
、
支
配
階
級
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
み
ず
か
ら
の
立
つ

足
元
を
、
み
ず
か
ら
崩
し
て
ゆ
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
容
易
に
な
し
、
７
る
こ
と
で
は
な
い
。

で
は
な
ぜ
、
法
律
の
公
開
は
断
行
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
お
こ
な
っ
た
中
心

人
物
の
子
産
は
、
刑
鼎
公
開
の
理
由
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

○
吾
れ
は
、
以
て
世
を
救
は
ん
と
な
り
。
（
吾
以
救
世
也
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」

昭
公
六
年
）

子
産
が
、
こ
こ
に
い
う
〃
世
を
救
う
″
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

し
ば
ら
く
、
こ
の
こ
と
ば
の
意
味
を
示
唆
し
て
く
れ
る
、
以
下
の
ご
と
き
事
象

に
注
目
し
よ
、
フ
。

○
叔
向
曰
く
・
…
：
吾
が
公
室
と
錐
も
、
今
ま
た
季
世
な
り
。
…
…
庶
民
は
罷

敞
し
て
、
宮
室
ま
す
ま
す
侈
（
お
ご
）
れ
り
、
…
…
民
、
公
命
を
聞
け
ば
、

冠
胤
を
逃
る
る
が
如
し
。
蘂
・
都
・
青
・
原
・
狐
・
續
・
慶
・
伯
、
降
り

て
早
隷
に
在
り
。
政
、
家
門
に
在
り
て
…
…
公
室
の
卑
し
き
こ
と
、
其
れ

何
れ
の
日
か
之
あ
ら
ん
。
（
叔
向
日
、
…
…
錐
吾
公
室
、
今
亦
季
世
也
…
…

庶
民
罷
敞
、
而
宮
室
滋
侈
…
…
民
聞
公
命
、
如
逃
冠
離
、
蘂
・
部
・
冑
・

原
・
狐
・
續
・
慶
・
伯
、
降
在
早
隷
、
政
在
家
門
…
…
公
室
之
卑
、
其
何

日
之
有
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
昭
公
三
年
）

こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
多
く
の
事
実
の
、
う
ち
、
晉
の
公
室
が
極
度
に
衰
え
て

い
る
と
い
、
う
こ
と
、
そ
の
公
室
の
権
力
が
、
家
門
、
つ
ま
り
大
夫
の
手
に
移
り

つ
つ
あ
る
こ
と
、
藥
家
以
下
八
家
の
、
晉
国
に
お
け
る
名
う
て
の
名
門
が
す
っ

か
り
没
落
し
、
〃
早
隷
〃
つ
ま
り
、
低
い
官
職
に
甘
ん
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、

一
○
○
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こ
の
三
点
を
、
当
時
の
〃
世
″
つ
ま
り
社
会
の
象
徴
的
事
象
と
し
て
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
き
の
子
産
の
〃
世
を
救
う
″
と
い
う
こ
と
ば
の
、
〃
世
“

と
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
、
ほ
ぼ
ま
ち
が
い

は
な
い
。
で
は
、
子
産
の
こ
と
ば
の
う
ち
、
〃
世
を
救
う
″
の
、
〃
救
う
″
と
は

ど
の
よ
、
フ
な
こ
と
で
あ
る
、
フ
か
。
子
産
の
刑
鼎
公
開
よ
り
二
十
三
年
の
後
、
晉

で
刑
鼎
が
公
開
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
こ
と
を
推
進
し
た
三
人
の
人
物
の
一
人
で

あ
る
趙
鞁
、
つ
ま
り
趙
簡
子
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
、
い
っ
て
い
る
。
子
産
と
同
じ

く
刑
鼎
を
公
開
し
た
人
物
の
言
動
に
は
、
本
質
的
に
同
じ
も
の
が
通
い
あ
っ
て

い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
る
、
フ
。

○
簡
子
、
誓
ひ
て
曰
く
、
萢
氏
・
中
行
氏
は
天
明
に
反
易
し
…
…
晉
國
を
檀

（
ほ
し
い
）
ま
ま
に
し
て
其
の
君
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
。
…
…
二
三
子
…
…

此
の
行
に
在
り
て
や
、
敵
に
克
た
ん
者
は
、
上
大
夫
は
縣
を
受
け
、
下
大

夫
は
郡
を
受
け
、
士
は
田
十
萬
、
庶
人
工
商
は
遂
げ
、
人
臣
隷
園
は
免
（
ゆ

る
）
さ
ん
。
（
簡
子
誓
日
、
萢
氏
・
中
行
氏
、
反
易
天
明
、
欲
檀
晉
國
而
滅

其
君
…
…
二
三
子
…
…
在
此
行
也
、
克
敵
者
、
上
大
夫
受
縣
、
下
大
夫
受

郡
、
士
田
十
萬
、
庶
人
工
商
遂
、
人
臣
隷
團
免
Ｉ
「
春
秋
左
氏
傳
」
哀
公

二
年
）

こ
れ
は
晉
の
内
乱
を
鎮
定
し
よ
、
フ
と
し
て
、
軍
隊
を
前
に
し
て
趙
鞁
が
誓
っ

た
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
誓
い
は
、
神
に
で
は
な
く
、
軍
隊
を
構
成
し
て
い
る
、

さ
ま
ざ
ま
の
階
層
の
兵
士
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ

⑰

と
ば
は
、
軍
功
の
あ
る
者
に
は
、
〃
庶
人
工
商
は
遂
げ
、
人
臣
隷
園
は
免
（
ゆ
る
）

⑱
さ
ん
″
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
、
庶
人
と
工
商
の
民
に
は

仕
官
さ
せ
、
人
の
家
に
召
し
使
わ
れ
て
い
る
者
ど
も
に
は
労
役
か
ら
解
放
し
、

自
由
の
身
に
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
に
勝
利
を
お
さ
め
る

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

軍
隊
を
前
に
し
て
趙
鞁
が
誓
つ

く
、
軍
隊
を
構
成
し
て
い
る
、

い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ

⑰

遂
げ
、
人
臣
隷
園
は
免
（
ゆ
る
）

れ
は
、
庶
人
と
工
商
の
民
に
は

こ
の
戦
争
に
勝
利
を
お
さ
め
る

た
め
に
、
か
ね
て
の
要
求
を
か
な
え
て
や
る
と
い
、
フ
わ
け
で
め
る
が
、
そ
れ
を

か
な
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
、
社
会
の
存
続
が
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
、
当
時
の
支
配
階
級
の
人
々
は
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

子
産
の
い
う
〃
世
を
救
う
″
と
い
う
こ
と
も
、
趙
鞁
の
、
こ
の
誓
い
の
こ
と
ば

と
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。

春
秋
時
代
は
、
戦
争
を
主
動
力
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
く
社
会
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
旧
来
の
身
分
制
は
く
ず
れ
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
礼
の
秩
序
も
く
ず

れ
た
。
旧
来
の
名
族
が
社
会
の
下
層
に
下
降
し
、
下
々
の
者
が
そ
の
空
隙
を
う

め
る
か
た
ち
で
上
昇
し
た
。
上
昇
し
て
く
る
人
々
は
、
従
来
の
制
度
を
、
そ
の

ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。
さ
き
に
趙
鞁
が
兵
士
た
ち
に
誓
っ
た
こ
と

ば
の
中
に
、
人
臣
隷
園
を
〃
免
（
ゆ
る
）
す
″
と
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
ば
に
象

徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
下
か
ら
上
昇
し
て
く
る
人
々
は
、
〃
免
〃
と

い
、
う
こ
と
を
、
種
々
の
か
た
ち
で
求
め
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
制
度
、
つ
ま
り

礼
秩
序
の
な
か
で
は
、
彼
ら
の
〃
免
″
は
な
じ
ま
な
い
。
彼
ら
の
〃
免
″
は
、

、
、
、
、
、

第
四
章
で
ふ
れ
た
よ
、
フ
に
、
何
か
ら
、
何
を
免
か
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
明

示
さ
れ
る
か
た
ち
で
の
〃
免
″
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
種
の
〃
免
″
は
、

実
は
、
い
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
〃
夏
の
鼎
″
と
、
そ
の
本
質
を
、
一
に
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
刑
鼎
の
公
開
と
い
、
フ
、
破
天
荒
の
事
業
は
、
社
会
に
お
け
る
〃
免
″

を
め
ぐ
る
諸
状
況
が
、
〃
夏
の
鼎
〃
の
存
在
を
呈
示
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め

て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
、
フ
。

「
罪
刑
法
定
主
義
」
に
対
立
す
る
概
念
と
し
て
「
罪
刑
専
断
主
義
」
と
い
う

お
わ
り
に

一

○
一
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⑲

こ
と
ば
が
あ
る
。
他
の
国
々
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
初
め
、
お
そ
ら
く
は

中
国
に
も
法
律
は
無
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、
支

配
者
が
恋
意
的
に
刑
罰
を
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
い
わ
ゆ
る
〃
罪
刑
専

断
″
の
状
態
が
、
ご
く
ふ
つ
、
フ
の
こ
と
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
は
、
例
え
ば
晉
の
文
公
の
〃
被
盧
の
法
″
な
ど
の
よ
、
フ
に
、

多
く
の
法
律
の
名
前
が
出
て
く
る
。
従
っ
て
、
春
秋
時
代
は
、
早
く
か
ら
、
成

文
法
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
子
産
に
お
け

る
刑
法
の
公
開
、
即
ち
刑
鼎
の
公
開
ま
で
は
、
公
開
さ
れ
な
い
法
律
で
あ
っ
た
。

⑳

そ
れ
は
、
い
わ
ば
、
法
律
上
の
独
裁
制
と
も
い
う
べ
き
時
代
で
あ
り
、
支
配
者

に
と
っ
て
は
、
ま
だ
〃
罪
刑
専
断
″
的
な
余
地
は
十
分
に
残
っ
て
い
た
と
い
え

る
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
け
る
法
律
の
運
用
の
本
質
に
つ
い
て
は
、
比
喰
で
は

あ
る
が
、
以
下
の
よ
書
フ
な
記
述
は
参
考
に
な
る
で
あ
る
、
フ
。

○
法
禁
を
明
ら
か
に
せ
ず
し
て
、
罪
に
陥
る
に
及
ん
で
、
随
っ
て
こ
れ
を
刑

す
れ
ば
、
薑
へ
ば
、
盲
者
を
深
谷
に
焔
す
が
ご
と
き
な
り
。
（
不
明
法
禁
、

及
陥
於
罪
、
随
而
刑
之
、
譽
猶
焔
盲
者
於
深
谷
也
Ｉ
太
田
方
「
韓
非
子
翼

簔
」
用
人
第
二
十
五
）

法
律
の
こ
の
よ
う
な
運
用
の
状
況
が
、
春
秋
時
代
の
一
般
的
な
姿
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
春
秋
時
代
の
社
会
相
の
も
と
で
、
活
発
化
し
た
人
々
の
〃
免
″
の

意
識
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
、
現
実
化
さ
れ
た
の
が
、
〃
夏
の
鼎
〃
の

い
い
伝
え
で
あ
る
。
子
産
の
刑
鼎
公
開
と
い
、
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
が
、
そ
の
具

体
的
な
モ
デ
ル
と
な
っ
て
実
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

《
汪

①
中
田
薫
「
法
制
史
論
集
」
第
四
巻
刈
頁
参
照
。

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

②
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
春
秋
時
代
に
お
け
る
法
お
よ
び
法
思
想
の
展
開
」
（
「
日

本
中
国
学
会
報
」
第
二
十
四
集
）
参
照
。

③
元
垳
案
、
鄭
叫
老
日
、
春
秋
左
氏
傳
、
一
十
九
萬
六
千
八
百
四
十
五
字
、
此
合
經
文
計
之
。

な
お
、
「
春
秋
」
の
項
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
元
垳
案
、
李
氏
壽
作
謝
濤
春
秋
古
經

序
日
、
司
馬
遷
言
春
秋
文
成
數
萬
、
張
晏
日
、
春
秋
才
萬
八
千
字
、
誤
也
、
今
細
數
之
、
更

鉄
一
千
四
百
二
十
八
字
、
春
秋
説
題
鮮
日
、
孔
子
作
春
秋
、
一
萬
八
千
字
、
是
張
晏
所
本
。

（
「
翁
注
困
学
紀
聞
」
巻
六
、
左
氏
）
。

④
皆
致
恭
也
（
「
左
氏
会
菱
」
）
。

⑤
「
春
秋
左
氏
伝
」
に
は
、
予
言
に
つ
い
て
の
記
事
が
非
常
に
多
い
。
こ
の
予
言
と
、
そ
の

結
果
と
が
前
後
照
応
す
る
か
た
ち
で
、
そ
れ
ら
が
縦
横
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

「
左
伝
」
の
特
色
の
一
つ
が
あ
る
。

⑥
白
川
静
著
「
説
文
新
義
」
巻
十
、
釣
頁
。

⑦
白
川
氏
前
掲
書
、
訂
頁
。

⑧
白
川
氏
は
、
段
・
銭
両
氏
の
方
法
を
評
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
段
氏
が
兎
・
免
の

小
鮎
の
有
無
を
問
題
と
し
、
銭
氏
が
兎
・
免
の
聲
義
を
合
せ
よ
う
と
し
た
の
は
、
何
れ
も
も

と
全
く
異
な
る
字
の
牽
合
を
試
み
た
も
の
で
、
字
の
初
形
初
義
を
え
た
も
の
と
し
が
た
い
。

隷
鐸
し
て
形
近
の
字
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
字
形
の
は
じ
め
を
え
な
く
て
は
、
そ
の
聲
義
を

論
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
（
「
説
文
新
義
」
巻
十
、
銘
頁
）
。

⑨
宝
玉
で
作
ら
れ
て
い
る
。
中
心
部
に
穴
が
あ
る
、
ド
ー
ナ
ツ
状
の
円
形
の
環
で
あ
る
。

⑩
例
え
ば
、
こ
の
間
の
事
情
は
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
「
（
作
爲
諸
侯
領
袖
的
晉
國
）
殺
了

士
榮
、
欣
了
鍼
莊
子
的
脚
、
認
爲
南
武
子
忠
誠
而
赦
免
了
他
」
（
沈
玉
成
「
左
傳
課
文
」
、
中

華
書
局
）
。

⑪
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
「
左
氏
会
菱
」
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
春
秋
之
世
、
重
世
卿
、
凡

在
服
属
則
致
死
焉
、
…
…
使
人
頓
割
父
子
之
情
而
不
顧
」
。

⑫
こ
の
文
章
が
「
尚
書
」
康
詰
か
ら
の
引
用
と
い
う
こ
と
で
、
「
左
氏
会
菱
」
は
、
「
菱
日
、

此
非
康
詰
全
文
、
引
其
意
而
言
之
」
と
い
う
。

⑬
西
田
太
一
郎
「
中
国
刑
法
史
研
究
」
（
昭
和
四
十
九
年
、
岩
波
書
店
刊
）
、
第
八
章
、
〃
縁

坐
制
に
つ
い
て
〃
を
参
照
。

○
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⑭
Ｉ
㈲
昭
賂
・
僖
邪
、
口
宣
皿
・
宣
皿
・
成
２
．
成
２
．
成
２
．
成
２
．
成
２
．
成
２
・
成

２
．
成
陥
・
襄
３
．
襄
妬
・
襄
妬
・
襄
妬
・
襄
妬
・
定
４
・
定
４
・
定
４
・
定
４
・
定
４
・

定
８
．
定
皿
・
僖
朋
・
宣
２
．
成
２
，
日
文
肥
・
成
Ⅳ
．
襄
羽
・
襄
刈
・
昭
別
・
昭
帥
・
昭

別
・
桓
過
・
僖
羽
・
文
Ｍ
・
昭
加
・
昭
加
・
昭
別
・
哀
皿
・
哀
陥
、
凹
襄
皿
・
襄
朋
、
国
僖

”
・
文
過
・
宣
Ｍ
・
襄
ｕ
・
襄
辿
・
昭
６
．
宣
７
．
宣
過
・
宣
Ｍ
・
宣
叫
・
昭
１
．
昭
１
．

昭
３
．
昭
７
．
哀
Ⅳ
・
文
Ⅳ
・
昭
１
．
昭
１
．
昭
過
、
㈱
荘
舶
・
僖
銘
・
僖
調
・
文
４
．
昭

過
、
㈲
荘
躯
・
昭
７
、
Ⅱ
側
桓
６
．
襄
茄
・
隠
４
．
隠
７
．
僖
７
．
文
妬
・
成
４
．
成
咽
・

成
咽
・
襄
川
・
襄
辿
・
襄
皿
・
襄
昭
・
襄
妬
・
襄
朋
・
襄
的
・
襄
鋤
・
襄
祉
・
昭
１
．
昭
３
．

⑮
例
え
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
．
「
擴
魯
史
春
秋
的
記
載
、
ｌ
僅
僅
記
在
魯
史

的
’
二
百
四
十
二
年
裏
面
列
國
間
軍
事
行
動
、
凡
四
百
八
十
三
次
、
朝
聰
盟
會
凡
四
百

五
十
次
。
總
計
九
百
三
十
三
次
」
（
萢
文
浦
「
中
国
通
史
簡
編
」
修
訂
本
第
一
編
Ⅲ
頁
）
。

⑯
こ
の
時
代
流
行
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
詩
経
」
の
詩
の
断
章
取
義
も
、
や
は
り
礼
の
違
犯
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑰
「
得
遂
進
仕
」
（
杜
預
注
）
。

⑬
「
去
厩
役
」
（
杜
預
注
）
。

⑲
例
え
ば
、
中
義
勝
著
「
刑
法
読
本
」
（
法
律
文
化
社
一
九
七
二
年
刊
）
、
Ⅱ
頁
参
照
。

⑳
「
古
代
法
」
（
一
八
六
一
年
刊
）
に
お
け
る
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
（
一
八
一
三
～
八
八
年
）

昭
邪
・
定
１
・
定
１
．
哀
岨
。

例
え
ば
、
中
義
勝
著
「
刑
法
読
本
」
（
法
律
文
化
社
一
九
七
二
年
刊
）
、
Ⅱ
頁
参
照
。

「
古
代
法
」
（
一
八
六
一
年
刊
）
に
お
け
る
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン
（
一
八
一
三
～
八
八
年
）

の
こ
と
ば
。
原
文
で
は
《
雲
①
旨
鼻
骨
巴
○
荷
閏
の
亘
ど
ち
〆
甸
○
両
ロ
目
国
同
君
○
両
門
口
の

○
Ｆ
シ
謡
門
の
の
売
国
向
ｚ
両
国
冨
少
三
両
「
シ
ｚ
Ｑ
両
ｚ
弓
Ｆ
シ
ミ
」
ロ
三
。

「
春
秋
左
氏
伝
」
に
お
け
る
〃
免
″
字
の
用
法
と
刑
鼎
の
公
開

○


